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ベ トナム人従業員 の仕事 ・
価値観 に対す る意識調査(1)
丹 野 勲 ・原 田 仁 文
は じめ に
ベ トナ ムでの人 的資源管理 を効果 的 に実施す るた めには,ベ トナ ム従業員
の仕事 に対す る意識や価値観 な どを理解 しな ければな らない。そ のためには,
ベ トナ ム人 が どの よ うに して人 間形成 され たか とい うこ とを念頭 に置 いて,
次 に挙 げた10の 領域 か らベ トナム人 の意識や価値観 につ いて調 査 し,検 証す
る。 それ らの領域 は,1.勤 労意識2.年 齢意 識3.競 争 意識4.所
属意識5.家 族意識6.生 活 意識7.教 育意識8,起 業意識9.
職 場環境意識10.人 生観 であ る。
調査方法 と しては,日 系企業,外 資系企業,ベ トナ ム企 業で働 いてい るベ
トナ ム人従業員 への アンケー ト調査,お よびベ トナ ム人従 業員 か らの聞き取
り調査 を中心 とし,ま たベ トナム人にっ いて論 じられてい る文献研 究をも行っ
た。
本調査 の フ レーム ワー クは,図 表1-1で あ る。
本調査 の研 究 目的 は以 下であ る。
第1は,ベ トナム にお ける人 的資源管理 を最適 に行 うためには,ベ トナ ム
人従業員 の仕 事 に対す る意識や価値 観 を理解す るこ とが必要 であ り,そ のた
め に彼 らの特性 を見 出 して実証 的 に解 明す る。
第2は,ベ トナ ム人従業員 の仕事 に対す る意識 や価値観 とい う面か ら考察
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す る こ とに よって,企 業発展 に とって重要視 してい るベ トナムの人的資源 の
適合性 とその問題 点 を実証 的に解 明す る。
第3は,ベ トナ ム人従業員 の仕 事 に対す る意識や価 値観 に関 して,こ れ ま
で あま り研 究 され て こなかった分野で あ るが,ベ トナ ムの経 済発展 に とって
必要 な人的資源 の重要性 を 中心 として解 明す る。
第4は,ベ トナ ム人従業員 の仕 事 に対す る意識 や価値観 の特徴 につい て,
日本 人 を含 めて他 の東 南ア ジア人,中 国人,西 洋 人 な どとも比較 しなが ら,
ベ トナ ムの人 的資源 の特徴 につ いて解 明す る。
第5は,ベ トナム人従業員 の仕 事に対す る意識や価値観 に関 して,歴 史的 ・
文化 的 ・社 会的 な どの側 面 をも考慮 して,特 に現在 の 目ま ぐる しく変化 す る
ベ トナ ムの社会的状況 を鑑 みて分析す る。
本調 査は,日 系企 業,外 資系企 業,ベ トナ ム企 業の協力 を得 て,2001年9
月 にホーチ ミン市 で実施 した。調 査対象 は,合 計9社 のベ トナ ム人従業員 を
対象 とし,ベ トナム語 の調査票 に返信用の封筒 を添 えて,郵 送 して もらった。
合 計530の 調査 票 に対 して,405の 回答数 を得 る こ とが できた。 回答 率 は76.4
%で あったが,回 答数405の 内,84の 回答 には性別 や年齢 が明記 され て いな
い もの,さ らに 白紙 の回答数 が23も あっ た。 従 って,分 析可 能 な321の 回答
を基 に して この調 査 の分析 を した。






5.家 族 意 識


















321の 回答 の 内訳 は,男 性165,女 性156で あ る。 年 齢別 グル ー プ で は,15-
20歳 が9名,21-25歳 が94名,26-30歳 が90名,31-35歳 が51名,36-40歳
が41名,41-50歳 が30名,51歳 以 上 が6名 で あ る。 な お,51歳 以 上 とな っ て
い る年 齢 層 は,実 際51歳 か ら55歳 ま で の年 齢 層 で あ る。
56歳 か ら60歳 ま で の 回答 者 が な か っ た た め,そ の年 齢 層 のサ ンプル を収 集
で き な か っ た。 そ の 主 な理 由 は,ベ トナ ム の 労働 力 は若 い 世 代 の 人 々 が 中心
とな っ て い るた め,会 社 で働 く41歳 以 上 の従 業 員 は 比 較 的 に少 な く,日 本 の
労働 力 とは対 照 的 で あ る。 それ ゆ え,40代 以 降 の従 業 員 の意 識 つ い て は詳 細
に 見 る こ とが難 しい よ うで あ るが,そ の代 わ り20代 前 半 と後 半 の 男 女 の従 業
員 か らの 回答 は 多 く,全 体 の57.8%を 占め る こ とに な っ た。
以 下 で,本 調 査 の 結 果 に つ い て 考 察 す る。
第1節 勤労意識
ベ トナ ムで操業 してい る 日系企業や欧 米系企業 の社長及 び人事担 当者 な ど
か ら,ベ トナ ム従業員 の勤勉 さを企 業訪 問 して行 ったイ ンタ ビューで よ く耳
に した。 この節 では,ベ トナ ム従業員 の勤労意識 を調 べ るた めに,仕 事 に対
す る意 欲,ま た仕事 と家族 の 関係 についてみてみ よ う。
(1)意 欲
勤労意識 を支 えるた めには,従 業員 の仕 事 に対す る意欲 が不 可欠で あ る。
っ ま り,仕 事へ の意欲 の高 さが勤 労意識 に反映す るため,人 的資源管理 にお
いて従 業員 のモ チベ ーシ ョンを効果 的 に高 めるためには,そ の根底 とな る意
欲 を重要視 しなけれ ばな らない。 それ で,ベ トナ ム従業員 の仕事 に対す る意
欲 を調べ たのが図表1-1-1で ある。
男女別 と合計 を表 した図表1-1-1よ り 「今 の仕事 に意欲 を持 って熱 心 に
取 り組 んでい ます か」 とい う質 問に対す る合 計結果 は,「 全 くそ う思 う1に
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回答 した従 業員207人(65.3%)が 最 も多 か った。 「ほぼそ う思 う」 に回答 し
た68人(21.5%)を 含 め る と,そ う思 うと回答 した従業員 は,全 体 の86.8%に
達す るので ある。 この結果 よ りベ トナ ム従 業員 の仕事 に対す る 「意欲」 が高
い ことが分か った。
以上 の調査結果 につ いて考 察 してみ よ う。
ベ トナム従業員 の仕事 に対す る意欲 が非常 に高い とい う結果 が出た理 由は,
ベ トナ ム の文化 ・社 会 ・経 済 な どの背景 が重 な り合 って影 響 を与 えた結果 ,
ベ トナム人に勤労意識 をもた らした こ とにっいて異論 はない であろ う。特 に,
意欲 とい う精神 的な力 を どの よ うに してベ トナ ム人が育ん でいったのか,一
概 には言 えない。 幸いベ トナ ム従業員 の意欲 が高 い こ とが回答結果 よ り見 出
せ たので あるが,そ の源 泉 を第1節 か ら第10節 までの設 問 を通 して解 明す る
こ とに よっておのず と導 き出せ るのではないだ ろ うか。
全体 的にベ トナ ム従 業員 の仕 事 に対す る意欲 は,非 常に高い とい うことが
本調 査 よ り見い出せ た。従 って,ベ トナム従 業員 の意欲 が高 い とい うことは,
人的資源 の 中核 を成す のに必 要 な要素 を内在 して いる とい えるよ うだ。
図表1w-1:意 欲
今 の 仕 事 に意 欲 を持 って 熱 心 に 取 り組 ん で い ます か。
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(2)仕 事 ・家 族
日本 で は,高 度 成 長 時 代 に家 庭 を顧 み ず,会 社 の た め に一 生 懸 命 に 仕 事 を
した従 業 員 を賞 賛 した と ころが あ っ た。 ベ トナ ム で は,仕 事 と家 族 の 関係 に
つ い て どの よ うに考 え られ て い る の か 興 味深 い と ころ で あ る。 ベ トナ ム従 業
員 に 「自分 の 家 族 を 多少 犠牲 に して も,会 社 の仕 事 に全 力 を尽 くす べ き だ と
思 い ま す か 」 とい う質 問 を設 け,そ の 質 問 に対 す る回 答 結 果 が 図 表1-1-2
で あ る。
図表1-1-2に よっ て 表 され た 男 女 別 と合 計 の結 果 よ り 「全 くそ う思 う」
と回 答 した 従 業 員 が103人(32.3%)で,そ れ に 「ほ ぼ そ う思 う」 と回答 し
た91人(28.5%)を 加 え る と,そ う思 う と回 答 した 従 業 員 は194人(60.8%)に
な っ た 。 反 対 に 「全 くそ う思 わ な い 」 と 「あ ま りそ う思 わ な い 」 に 回 答 した
従 業員 が そ れ ぞれ25人(7.8%)と72人(22.6%)し か な く,合 計 して も97人
(30.4%)の 従 業 員 が そ う思 わ な い と回答 した 結 果 とな っ た。 男 女 別 に み て
も,そ う思 うと回答 した 男性 は62.0%と な って お り,女 性 の 回答 した59.6%よ
り若 干 高 か っ た。
以 上 の 調 査 結 果 を考 察 してみ よ う。
ベ トナ ム人 は,個 人 主 義 的傾 向 が 強 い た めs日 本 の 従 業 員 の よ うに家 族 を
犠 牲 に して ま で 会社 の仕 事 に全 力 を尽 くす の か 疑 問で あ っ た。 しか し,日 系
企 業 や 外 資 系企 業 か らベ トナ ム従 業 員 は,勤 勉 で あ る とい う評 価 を得 て い る
の は事 実 で あ る。 そ の上,本 調 査 の 質 問 に対 して ベ トナ ム従 業員 の6割 強 は
そ う思 うと回答 してお り,そ う思 わ な い と回 答 した割 合 が3割 しか な か っ た
た め,家 族 よ り仕 事 を優 先 して い る よ うだ。
そ の主 な理 由 と して挙 げ られ るの は,や は り経 済 的 な理 由で はな い だ ろ う
か 。 ベ トナ ム 経 済 は}ド イ モ イ 政 策 後,特 に1992年 頃 か ら外 国投 資 の 増 加 に
よ っ て急 速 に発 展 して きた が,1997年 の 東 南 ア ジア の 通 貨 危 機 後,外 国 投 資
が 減 少 した。 そ の 後,外 国 投 資 は増加 傾 向 を 示 してい る の で,ベ トナ ム経 済
は回 復 して い る よ うに 見 えた。 しか し,2003年 に 世 界 中 に伝 染 した 新 型 急 性
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肺 炎 がベ トナ ムで も発見 され たた め,ベ トナ ムのサー ビス業,特 に観光業 は
多大 な影響 を受 けたので ある。
現在,ベ トナムの経済状態 が良い方向 に向か ってい る とい うものの,ま だ
まだ失 業率の高 いベ トナム では,厳 しい生活状態 が続 いてい るのが現状 で あ
る。 そのた め,ベ トナム人 は第一 に家族 の生活 を守 る とい うこ とで,仕 事 に
専念 しな けれ ばな らない。特 に,既 婚 のベ トナ ム男性 が失 業 した場合,そ の
ことが離婚の誘 因にな って家庭崩壊 につなが りかね ないのがベ トナ ムの現状
であ る。 実際 日本 で も離婚 率が上昇 してい るよ うに,ベ トナ ムの離婚率 も
増加傾 向にな ってい る。
次 に,年 齢別 にお け る男性 の回答結果 に よる と,男 性 は年齢層 が上 が るに
つれ て仕 事 を優 先 してお り,特 に31歳 以上 の年齢層 で は顕著 であ る。 一般 的
に31歳 以上 の年齢層 では既 婚者 が多いた め,一 家の主人 と して家族 の生活 を
維 持す るために仕 事 を優先 しな けれ ばな らないので あろ う。
ベ トナ ムの習慣 による と,女 性 が直接 的 に家族 の世話 をす ることにな って
お り,男 性 よ り負担 が かか るのは 当然で あろ う。 そのた め。男性 よ り会社 の
仕 事 に対 して優先 す る程度が若干 低い結 果 となった。 しか しなが ら男 女 を含
めて全体的 には,や は りベ トナ ム従業員 は真剣 に仕事 をい うものを捉 えてお
り,そ のため家族 よ り会社 の仕事 を優先 して いるので勤労意識 が高い よ うだ。
図 表1-1-2:仕 事 ・家 族
自分 の家 族 を 多少 犠 牲 に して も,会 社 の 仕 事 に全 力 を尽 くす べ き だ と思 い
ます か。
男性 女性 合計
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ベ トナ ムでは,人 間関係 を構 築す るために年齢 とい うものが重要視 され て
お り,特 に年輩者 に対 して敬意 を表 し,な お かつ年 輩者 を大切 に扱 ってい る
社会 であ る。 その ため,年 輩者 に とっては住 み心地 の良い国の よ うだ。 しか
し,こ の よ うな話 は一般社会や 家族 とい う利 害関係 のない場合 で あって,実
際 に会社 内で年輩者 が優位 に立たせ て も らえるの だろ うか,疑 問に思 う。 こ
の節 では,賃 金 と地位 に関 してベ トナム従 業員 の年齢意識 が どの よ うに働 い
てい るのか調 べ てみ よ う。
(1)賃 金
ベ トナ ム従 業 員 の 賃 金 に対 す る年 齢 意 識 につ い て 調 べ た の が 図 表1-2-1
で あ る。 「同 じ仕 事 を して い て も,年 齢 が 高 けれ ば 高 い 賃 金 を も ら うの は 当
然 で あ る と思 い ま す か 」 とい う質 問 に対 す る回答 をみ て み る と,男 女 別 と合
計 を表 した 図表1-2-1よ り 「全 くそ う思 わ な い 」 と回答 した 従 業 員 が179
人(58.9%)と な っ て お り,過 半 数 を 占 め た 。 そ して,「 あ ま りそ う思 わ な
い 」74人(24.3%)を 含 め る と,そ う思 わ な い と回答 した 割 合 が253人(83.2
%)に 達 して い る。 男 女 別 で 比 較 す る と,そ う思 わ ない と回答 した男 性 は81.
0%,女 性 で は85.7%と い う高 い 結 果 に な っ て い る。
以 上 の調 査 結 果 につ い て 考 察 してみ よ う。
日本 や 欧 米 な ど先 進 国 の 人 に とっ て も賃 金 は 大 切 な も の で あ るが,現 在 の
一般 的 なベ トナ ム 人 の 生 活 と比べ てみ る と多 少 の 違 い が あ る。 既 婚者 の場 合,
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賃金 を基本 的 に夫婦 と子供 のた めに使 うのであ るか ら,そ れ ほ ど使 い方 に違
い はない であ ろ う。 しか し,未 婚 者 の場合,自 分 自身 のた めだ けでは な く,
両親や 兄弟姉妹 のた めに働 いてい るベ トナ ム人 が ほ とん どで,そ のた め事情
がか な り違 うよ うだ。
ベ トナムは発 展途上国 であ り,生 活状態 が貧 しい とい う理 由が多々 あるか
も しれ ないが,現 実 問題 と して 自分の稼 い だ給料 の大半 を両親や 兄弟 姉妹 の
ために渡 しているベ トナ ム人が非常に多いのが現実 である。そ うい うわ けで,
ベ トナ ム人 は賃金 に関 して,よ りシ ビアな考 え方 を してい るのは 当然 で ある
とい えよ う。
ベ トナム従業員 に とって年齢 と賃金 についての相 関関係 が成 り立 ちに くい
の は,文 化 的 な背 景 と制度 的 な理 由があ るか らで はない だ ろ うか。 最初 に,
文化的 な背 景 を挙 げてみ ると,ベ トナ ム人 は,人 間関係 を築 いてい くのに年
齢 を大事 に してい るとい うこ とで ある。ベ トナ ム語 で相手 に話 しか ける とき,
自分 の年齢 を基 準 に して相 手の年齢 によって呼称1)が 違 って くるの はそ のた
めで ある。
卑 近 な例 を挙 げてみ よ う。ベ トナ ムの レス トランでの話 であ るが,中 年 の
女性 がお客 として入 った ところ,レ ス トランの ウエー ター はTそ のベ トナ ム
女性 に対 して 「バーオーイ」 と言 って注文 を取 ろ うとした。注文 を取 り終 わっ
てそ の ウエー ターが立 ち去 った後,そ の女性 が不機嫌 そ うに不満 を漏 ら した。
そ の不満 を聞い た ところ,そ の ウエ ーターが 「バー オー イ」 と呼び掛 けた こ
とであ った。
ベ トナ ム語で は,呼 び掛 ける相手 に よって呼称 が変 わ る とい うこ とは一般
的 に知 られ てい る。バ ーオーイ とは,年 輩 の女性 に呼び掛 ける言葉で あ るか
ら間違 いではない よ うであ るが,実 は,年 輩者 だ けで はな く既婚 者 に使 う言
葉 で もある。 だか ら,そ の女性 が言 うには,私 は独身であ り,そ の ウエー ター
はお客 の こ とを何 も知 らないの だか ら,こ の場合,「 コー オー イ」 と言 うべ
きで ある との説 明 を したので あった。
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一 般 的 に
,「 コー オ ー イ 」 は 若 い 女性 を 呼 ぶ とき に使 わ れ る の で あ る が,
未 婚 者 や 独 身 者 に対 して も使 う言 葉 で あ る。 ま た,若 い 女 性 や 同輩 の 女性 に
対 して は,「 チー オ ー イ 」 と呼 び,見 るか らに若 い女 性 に対 して は,「 エ ム オー
イ 」 と呼 ん で い る。 通 常,友 達 や 親 しい 女性 に は名 前 の後 に 「オ ー イ 」 と付
け て 呼 ん で い る。 も し,外 国人 の 中年 の 女性 に対 して 「バ ー オ ー イ 」 と言 っ
て も さ ほ ど問題 に は な らな か っ た だ ろ う。 しか し,こ の 場合J相 手 が ベ トナ
ム女 性 で あ っ た た め,そ の ウエ ー ター が お 客 に対 して も う少 し心 配 りが 必 要
だ っ た こ とは 間違 い な い よ うだ。
私 見 で あ るが,も し私 が 「オ ー ンオ イ 」 と呼 ばれ た ら問題 が な い が,「 タ
ンオ ー イ 」 と呼 ばれ た ら怒 る とか,相 手 に対 して は っ き り言 うべ きで あ る と
思 っ て い る。 そ の理 由 は,通 常 「オ ー ンオイ 」 は年 輩者 に使 う言 葉 で あ るが,
重 要 人 物 や 尊 敬 して い る相 手 に も使 う言 葉 で あ る か らで あ る。
例 え ば ビジネ ス の場 合 な ど,仮 にベ トナ ム 人 の 方 が 年 長 者 で,仕 事 上 の相
手 の 方 が年 少 者 で あ っ た と して も,教 養 あ るベ トナ ム人 と して相 手 に敬 意 を
表 す とい うこ とで 「オー ンオ イ 」 と呼 ば な け れ ば そ のベ トナ ム 人 の人 格 を疑
うと親 しい ベ トナ ム 人 の友 人 が話 して くれ た 。加 えて 言 うな らば,「 タ ンオ ー
イ 」 は,自 分 よ り相 手 が劣 っ て い る とか,見 下 げ た言 い方 で あ り,軽 蔑 した
言 い 方 だ か らで あ る。
ベ トナ ム の 友 人 か ら聞 い た 話 で あ る が,我 が 子 を叱 っ た とき,10歳 の 息
子 が 「タ ンオー イ と呼 ば な い で くだ さい 」 と親 に文句 した との こ とで あ っ た。
つ ま り,「 タ ンオ ー イ 」 とは,ベ トナ ム 人 の 子 供 で も嫌 が る言 葉 で あ る。 可
能 性 が少 な い とい え ど も,も し 「タ ンオ ー イ 」 と呼 ばれ た ら,は っ き りと相
手 に言 うつ も りだ 。
上 述 した よ うに,ベ トナ ム 人 は,人 と接 す る とき 自分 を基 準 と して 相 手 の
年 齢 に対 して 呼 称 を使 い 分 け る だ け で は な く,相 手 も使 われ 方 に対 して 自分
自身 が どの よ うに扱 われ て い る の か模 索 して い る の で あ る。 敷 術 す れ ば,ベ
トナ ム人 は,話 し相 手 を見 な が ら相 手 の能 力 を探 っ てお り,相 手 が 如 何 な る
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人物 であ るか値踏 み を してい る。 そのた め,ベ トナム人 は したたかであ る と
言 われ る由縁 で あろ う。
この よ うな文化 的背景 を基 に して生活 してい るベ トナ ム人 は,人 に よって
程度 の差 があ るにせ よ,常 に 自分 を基準 に して相 手の能力や人格 を判 断 して
い るのだか ら,ま して仕事 に関係 してい るこ とな ら,な お さら相手 を よ く観
察 してい るであ ろ う。 それ ゆえ,年 齢 と賃金 との相 関関係 に対 して否 定的 な
回答結 果が多 かったので ある。っ ま り,ベ トナ ム人 は年齢 と賃金 との関係 よ
りも,能 力 と賃金 との関係 によって高い賃 金 を得 ることを考 えてい るか らで
あろ う。
次 に,制 度 的 な理 由についてみ てみ よ う。
ベ トナムで は,現 在,従 業員 に対 して職務給 を基 に した賃金 体系 になって
い る。法律 上,国 営企 業の労働者 に対 して最低 労働 賃金 が定 め られ てい るよ
うに,外 資系企 業で働 く労働者 の最低 労働賃金 も決 め られ てい る。 但 し,外
資系企業 にお けるハ ノイ 市や ホーチ ミン市 の最低 労働 賃金 とその他 の地域 で
は最低 労働賃金 が異 なってい るが,業 種別賃金 等級及 び賃金表 に よって賃金
体系が規 定 され てい る。
ある 日系企業 の聞 き取 り調査 を例 に取 ってみ る と,そ の工場 では,縫 製 に
必 要な多 くの女性従 業員 を抱 えてお り,入 社時 の賃金 は基本的 には同 じで あ
るが,入 社 して1年 もすれ ば査 定が あ り,個 人差 が あるもの の昇給 が行 われ
る。採 用年齢 にあ る程度 の年齢制 限 を設 けてい るが,多 少 の年齢 が違 ってい
て も基本的 には同 じ賃金 を支給 してい る。 つ ま り。新入社 員 とその前 に入 社
した従 業員 との給料 の差 は昇給部分 の違 いが あるだけで,基 本的 には同等の
賃金 で ある とい うこ とで あった。
法律 上,外 国企業 は,ベ トナ ム企業 の業種別賃金等級及 び賃金表 を基 に し
て 自社 の賃金体系 を作成 しな けれ ばな らない。実 際,日 本 の賃金体系 も変化
してきてい るので一概 にはい えないが,そ れ で も 日本 の従 業員 の よ うに年齢
が 高 くなれ ば若 い従 業員 よ り賃金 が高 くて 当然で あ る とい うよ うな意識 は,
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ベ トナ ム従 業員 には少 ない とい うこ とであ る。従 って,年 齢 と賃金 につい て
の 関係 をそれ ほ ど重要 に考 えていない よ うだ。
図 表1-2-1:賃 金
同 じ仕 事 を して い て も,年 齢 が 高 け れ ば 高 い 賃 金 を も ら うの は 当然 で あ る
と思 い ます か。
男性 女性 合計











































ベ トナ ム社 会 で は,現 在 で も年 功 的 序 列 が 存 在 してお り,ま た 年 齢 に付 随
す る経 験 も重 要視 され て い るた め,年 齢 とい うもの が ま だ ま だ 重 ん じられ て
い る。 それ ゆ え,職 場 で の年 齢 と地 位 の 関係 にお い て,ベ トナ ム従 業 員 は ど
の よ うに 考 えて い る の で あ ろ うか。 そ の 関係 の 程 度 を調 べ た の が 図 表1w2-
2で あ る。
男 女 別 と合 計 を表 して い る図表4-2-2よ り 「仕 事 をす る能 力 が 同 じで も,
年 齢 が 高 けれ ば 自分 よ り高 い 地位 に い て も我 慢 で き る と思 い ます か」 とい う
質 問 に対 す る回答 で,最 も多 か っ た の は 「全 くそ う思 わ な い」89人(29.1%),
以 下,「あ ま りそ う思 わ ない 」72人(23.5%),「 ほ ぼ そ う思 う」70人(22.9%),
「全 くそ う思 う」49人(16.0%),「 分 か らな い」26人(8.5%)と い う順 に な っ
て い る。
そ れ で,「 全 くそ う思 わ な い 」 と 「あま りそ う思 わ な い 」 の 合 計 の 割 合 は
ベトナム従業員の仕事・価値観に対する意識調査(1)155
52.6%と な り,そ う思 わない と回答 した結果 が過 半数 を少 し上 回った程度 に
なった。反 対 に 「全 くそ う思 う」 と 「ほぼそ う思 う」 に回答 した合 計 の結果
は38.9%の た め,お よそ4割 近 くを 占めた こ とにな る。 また,男 女別 の回答
結果 と合計結果 と比較 したが,ほ とん ど同 じよ うな結 果 となってお り差異 が
なか った。
以上 の調査結果 につい て考察 してみ よ う。
仕 事 をす る能 力が 同 じ場合,年 齢 が高い とい うだけで高い地位 を得 てい る
ことにつ いて反対意識 を持 ってい るベ トナ ム従業員が過 半数 を占めてい るが,
予想 した以上 に低 い回答結果 であった。 その結果 を裏付 けるよ うに4割 弱の
従業員 は,反 対意識 が弱い よ うで ある。 特 に,36歳 か ら40歳 までの年齢層 と
51歳 以上 の年齢層 にお いて,そ う思 うと回答 した割合 がそ う思わな い と回答
した割合 を上回 っていた。
多分,36歳 か ら40歳 までの年齢層 において,特 に女性 は,ベ トナ ム戦争 後,
幼年期 か ら十代 前半 を迎 えた世 代で あるため,社 会情勢 の変化 を最 も強 く影
響 を受 けたのか も しれ ない。 それ ゆえ,こ の年齢 層 は,現 状 に対 して よ り忍
耐強 く肯 定的で あるのだろ う。 とにか く,一 般 的 にベ トナ ム従 業員 が年齢 と
職場 の地位 に対 して抵抗意識が高 くないのは,家 族 の中で は家父長制 を守 り,
また社会 にお いては年 功的序列 があ るよ うに,文 化 的要素 が今 もなお受 け継
がれ てい るためで あろ う。
また,51歳 以上 の年 齢層 の従業員 では,肯 定的意識 が強い のは現 実 を受 け
止 める ことがで きる年 齢 に達 したのでは ない だろ うか。 前項 の賃金 の ところ
で も見 られた よ うに,こ の年齢 層 にな る と 自分 自身 の地位 に関 して納得 し,
会社 内 にお ける環境 に順応 す る ことが定年 まで勤 め上 げ るこ とを容易 に させ
る ことを理解 してい るので あろ う。
ドイモ イ政策後,海 外 か らベ トナ ムへ の直接 投資 が盛 ん にな り,近 年 ビジ
ネ ス界 では年 配者 よ り若 いエ グゼ クテ ィブが頭 角 を現 してい る。 現在,ベ ト
ナム に とって重要 な ことは,年 齢 よ り経験,つ ま りビジネ ス経験 を含 めた専
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門的経営能 力を備 えた者 が必要 とされ る時代 を迎 えてい るとい うことである。
しか し,ベ トナム人 の意識 が社 会 の変化 ほ ど急激 に変われ るものでもな く,
また影響 を受 けたか らといってす ぐさま変化 し難 い環境 にあるのか もしれない。
現実問題 と して,ベ トナ ム従業員 か ら能力 が さほ どな くて も自分 よ り高 い
地位 に就 いてい る上司がい る話 を耳に した ことがあ る。 その ため,ベ トナ ム
従 業員 は,絶 えず 能力 と地位 につ いて考 えてい るよ うだ。 しか し,能 力だ け
で高い地位 に就 くこ とは現実 的 には非常 に難 しい状況で あ り,現 在,民 間企
業が増加 してい る とい うものの,ま だ まだベ トナムで は実力 で企 業 を起 こ し
た り昇進 した りす るの が難 しい社 会的環境 に あるよ うだ。
例 えば,国 営企 業の会長 ・社長 か らの コネ でその企業 の高い地位 に就 いた
幹部,ま た外 国企業 の合弁相 手 として,ベ トナム企業側 の代 表 として着任 し
た取締役 な ど種 々様 々であ る。 ま して民間企 業の場合 は,家 族 的経営意識 が
強 いため家族 の構成員 が高い地位 に就 くのは 当然 の ことで ある。
っ ま り,こ の よ うな社会 的環境 を理解 してい るか らこそベ トナム従業員 は,
年齢 と地位 に対す る抵抗 意識 が思ったほ ど高 くないのであろ う。だか らといっ
て この よ うな状態 が続 くわ けで もな く,こ の移 り変 わ りの激 しい ビジネ ス世
界 において,近 い将来,従 業員 の この よ うな意識 が必 ず変化 す るのは間違 い
ないで あろ う。 そ うい うわ けで,適 切 な人的資源管理 が よ り重要視 され るべ
きであ る。
結 局,職 場 の地位 を決定的 にす るのは,確 かにあ る程 度 の経験や年齢 を必
要 として い ることには間違 いないが,そ の地位 に見合 った職 務能力 を持 た な
ければ職 場 の地位 を維 持す る ことは難 しいで あろ う。 その上,国 際的な大競
争 時代 に企業 と して生 き抜 き,さ らに発 展 してい くた めには,企 業 の トップ
として の上 司像 を探 るこ とも大切 な こ とで ある。 人的資源 管理 とい う立場か
らみてみ る と,ベ トナ ム従業員 が どの よ うな上司を望んでい るのか,第9節
の職 場環境意識 にお ける上 司像 の ところで述べ てみ よ う。
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図表1-2-2:地 位
仕 事 をす る能力 が同 じで も,年 齢 が高 けれ ば 自分 よ り高い地位 にい て も我
慢 で きる と思 います か。
男性 女性 合計











































ベ トナム での企業訪 問 にお いて,日 系企 業,欧 米 系企 業,ベ トナ ム企 業の
社長 や管理 者 よ りベ トナ ム従業 員 は優 秀 であ る とい う話 を 良 く聞か され た。
ところが,ベ トナ ム従 業員 は他 の従業員 に対 して,仕 事 に関す る競争心 が高
い とい う話 を聞 いた こ とがない。 それ ゆ えこの節で は,ベ トナ ム従業員 の競
争意識 を解 明す るために,昇 給,昇 進,個 室 につい ての質 問事項か ら調べ て
み よ う。
(1)昇 給
従業員 に とって嬉 しい こ とは昇給で あ り,ま た人的資源管理 において従業
員 の仕 事 に対 す るモテ ィベ ーシ ョンを高め る1つ の管理 方法 が昇給 で ある。
それ ゆ え,昇 給 に対 す る従 業員 の反 応 は敏感 で あるた め,「 昇給 に対 して他
の同僚 と比べ て公 平 に扱われ ていない と思 った ら,上 司 にその理 由を聞 きま
す か」 とい う質 問を設 けた。 そ して,そ の回答結果 が図表1-3-1で あ る。
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図表1-3-1に お ける男女別 と合 計の結果 をみ てみ る と,一 番 多か ったの
は 「あま りそ う思 わ ない」 と回答 した114人(36.7%),そ の次が 「全 くそ う
思 う」81人(26.0%)と なってお り,前 者 に 「全 くそ う思 わない」54人(17.4
%)を 含 め る と,思 わ ない と回答 した割合 が過 半数 の54.1%に な る。そ して,
後者 に 「ほぼそ う思 う」43人(13.8%)を 含 めて も39.8%と い う4割 弱 であ る。
従 って,積 極 的に上司 にそ の理 由 を聞 く従業員 は,4割 程度 しかな く,過 半
数 の従業員が 消極 的でその理 由を上司に聞 かない傾 向が ある よ うだ。
以上 の調査結果 につ いて考察 してみ よ う。
現実 にベ トナム人の競争心 が発揮 され るのは,例 えば,空 港 の国 内線 カ ウ
ンターで順番 を待 たず,我 先 に割 り込ん で他 の人 よ り早 くチ ェ ックイ ン しよ
うとす るベ トナム人 を見か けた時 な どで あ る。ベ トナ ムの経 済が もっ と豊 か
になれ ば,こ の よ うな光景 も少 な くなるのが 自然 で あ り,実 際 に10年 前 と
今 では この よ うな競争 心は随分減 ってきてい る。
もち ろん,ベ トナ ム人 が企 業の 中で競争意識 を強 く持 ってい るのか ど うか
は別 問題 であ るが,人 的資源管 理 において従 業員 の競 争意識 を探 るこ とが,
結果 的 には最適 な管理 方法 を見 出す ことにつな がる ことには間違 いないで あ
ろ う。 それで,ベ トナム従 業員が昇給 に関 して どの よ うな行動 を取 るのかみ
てみ よ う。
ある合弁会社 で毎年行われてい る従業員の査 定を した とき,出 勤時間に度 々
遅刻 して許容範 囲を超 えた者,決 め られ た昼食時 間内に会社へ戻 らず,か な
り遅れ て戻 る常習者 な ど,問 題 あ りと思 われ る従業員 の給料 ア ップ率 を他 の
従 業員 の ア ップ率 よ り低 くした とい うこ とが あった。 それ で,そ の対象者 と
なった女性従業員数名 は,低 率 ア ップの決定 に不満 を もってい たため,一 時
的 に無言 であったそ うだが,最 終 的には上 司にその理 由を聞 き,そ の後 で 自
己弁護 したそ うだ。 結局,会 社 の決 定に従わ ざるを得 なか ったが,し ば らく
の間,気 に留 めていた との ことで ある。
一般 的 に
,ベ トナ ム従業員 は,昇 給 に対 して他 の同僚 と比較 して公 平に扱
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われ てい ない と感 じて も,よ ほ どの ことがない限 り上 司に対 してそ の理 由を
聞 きたが らない傾 向が強い とい うことにな る。 ま じめで働 き者 の多いベ トナ
ムでは,従 業員が昇給 の こ とにつ いて上 司 に聞 くこ とをはばか るのか もしれ
ない。 つま り,思 慮深 く誇 り高いベ トナ ム人 に とってそ の よ うな こ とを聞 く
のが難 しいので はないだろ うか。そ んなシ ャイな性 格が あ るゆ えに,昇 給 に
関 して この よ うな 回答結果 が表 れた よ うだ。
但 し,あ る 日系企業 にお いて,昇 給後 会社 の幹部が特定 の幹部 と比べ て
自分 の方 が能力 的 に勝 ってお りsた とえ地位 の違 いが存在 していて も過 去の
賃金 の格差 に比 べれ ば,現 在 の格 差 は妥 当ではない と主張す る幹部 がいた と
の こ とで あった。確 か にこの よ うな こ とはまれ であ るが,如 何 にベ トナ ム人
が仕事 に関す る能力 に対 して競争意識 があるか とい うこ とを表 した例 である。
この会社 の幹部 は女性 であ った そ うだ。
図表1-3-1:昇 給
昇給 に対 して他 の同僚 と比べ て公平 に扱 われ てい ない と思 った ら,上 司に
そ の理 由を聞 きます か。
男性 女性 合計











































ベ トナ ム従業員 に限 らず,世 の中の ほ とん どの従 業員 は,昇 進 したい とい
う意識 を持 ち合 わせ てお り,そ の意識 の強 さが競争意識 を生み 出す のではな
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いだ ろ うか。従業員 が昇進 して高い給料 を得 たい とい う願 望 が強 けれ ば強 い
ほ ど,会 社 を成長 させ る原動力 にな るで あろ う。会社 が発 展すれ ばその会社
の関連 産業 も発 展 で きるこ とは明 白であ り,逆 に言 うと,会 社 が発展 す るた
めには従 業員の競争意識 が重 要で あ る。
昇進 に対す るベ トナム従業員 の競争意識 を調べ たのが図表1-3-2で あ る。
質 問項 目で ある 「昇進 に対 して他 の同僚 よ り後れ て しまった ら,努 力 して追
い付 こ うと思い ます か」 とい う回答結 果につい て,男 女別 と合計 を示 してい
る図表1-3-2に つい てみて み よ う。 「全 くそ う思 う」 と回答 した従業員 が
172人(55.8%),「 ほぼそ う思 う」 に回答 した従業員 が66人(21.4%)と な って
お り,そ う思 うと回答 した従 業員 の合 計が238人(77,2%)で あった。
反 対 に,「 全 くそ う思 わない」と「ほぼそ う思 わ ない」 に回答 した従業員 を
合 わせ て も56人(18.2%)し か な く,お よそ8割 近 い従業員 は,昇 進 に対 し
て高い競争意識 を持 ってい る ことが分か った。男女 別の回答結果 で も,そ う
思 うと回答 した男性 が76.6%,女 性 が78.0%を 占めてお り,男 女 間 には ほ と
ん ど差 がな く,ベ トナ ム従業員 の昇進 に対す る意識 の高 さが表れた のであ る。
以上の調査結果 につい て考察 してみ よ う。
先述 した昇給 の項 で は,過 半数 のベ トナ ム従 業員がそ う思 わない と回答 し
たた め,競 争意識 が高い とはい えない よ うであ った。 しか し実 際には,ベ ト
ナム従業員 が金銭 に対 して控 え 目で,は にかみや すい気質 を有す るた め,あ
の よ うな結果 を もた らしたので あろ う。 しか し,こ の項 にお け る昇進 の 回答
結果 か らベ トナム人 の競争意識 が高い ことが解 明 された よ うで ある。
ベ トナ ム従業員 の男女 を含 めた 回答 結果 で77.2%と い う高い数値 を示 した
よ うに,ベ トナム従業員 は,昇 進 に関 して同僚 に遅れない よ う努 力 して追 い
付 こ うとす る競争意識 を常 日頃か ら持 ち合 わせて仕事 を しているよ うだ。従 っ
て,自 然 と競争 意識 とい うものが身 につ いてお り,結 果的 には会社 の発 展 に
必要 な人 的資源 の要素 を内在 してい る とい うこ とにな る。 もっ と具体 的 に言
えば,こ の項 の質問事項 にあ るよ うに同僚 に遅 れ ない よ う努力す る とい う意
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識 が,ベ トナ ム人の 向学心 に刺激 を与 えてい る。 会社 の 同僚 に遅れ ない よ う
に努 力す る とい うこ とは,ひ いてはベ トナ ム社会 にお ける新 しい時代 に後れ
ない よ うに してい る とも受 け取れ る。
実際,ベ トナ ム従 業員 は,仕 事 が終わってか ら夜 間大学へ行 く者,語 学学
校 に行 く者,ま たはパ ソコン講座 に行 く者 な ど,若 い世代の人 に混 じって勉
強 してい る従業員 も多いので ある。特 に,若 い世代 の従 業員 は,専 門知識 や
語学力 を高 めて昇進 の機 会 を確実 に したい とか,転 職す る ときに有利 な条件
に したい とか,将 来 の こ とを考 えて 自分 の知識 を広 げ能力 を開花 させ るた め
に勉強 してい るよ うだ。
余談 で あるが,あ る会社 で新 入社員 が必 要な とき,新 聞な どに募 集す るほ
どの ことで もないの で,会 社 の幹部 が上述 した よ うな学校 に行 ってs自 分 の
習 ってい るクラスの 中か ら優秀 な学生 に 目を付 けて 自分 の働 いてい る会社 に
就職 させ た例 が あった。 そのた め一時,ベ トナムでは 良い人材 をこの よ うに
して見つ け出 して採 用す るといった方法 が ささや かれ た こともあった。
とにか くベ トナム人 は向学 心が高い とい うこ とか ら,近 年,ア メ リカ,イ
ギ リス,オ ー ス トラ リアな どの大学 がベ トナ ムへ進 出 して,例 えばMBAコ ー
スな どを開設 して,修 了後,学 位 を授 けている。 この よ うな コースは,受 講
生が履修 しやす い よ うに,夜 間 とか週末 に集 中 して講 義 を行 ってお り,特 に
受講 生 には会社 の幹 部 が非常 に多 い とい う特徴 があ る。 たぶん,キ ャ リア形
成 のた めに学 んでい る ことは間違 いないで あろ う。
この よ うに して,個 人差 がある ものの仕 事 を終 えた後,自 分 の将来 のた め
に勉 強 を してい るベ トナ ム人 が多 い とい うこ とであ る。 さらに,彼 らの上昇
志 向が強 い とい うこ とが見 出せ たので,昇 進 して もっ と高い賃金 を得 て豊 か
にな りた い とい う意識 も垣 間見 る こ とがで きた。 そのた め,人 的資源管理 に
おい てベ トナ ム従業員 は,企 業 を発展 させ るべ き要素 を保 有 してい るとい っ
て も過言 では ない だ ろ う。
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図表1-3-2:昇 進
昇 進 に対 して他 の 同 僚 よ り後 れ て しま っ た ら,努 力 して 追 い 付 こ う と思 い
ます か 。
男性 女性 合計











































一 般 的 に 欧米 で は
,個 室 主義 的 なオ フ ィ ス ・レイ ア ウ トに な って お り,日
本 で は,大 部 屋 主 義 的 オ フ ィス ・レイ ア ウ トに な っ てい る。 しか し,日 本 で
も あ る程 度 規模 の あ る企 業 に なれ ば,重 役 以 上 に個 室 を 与 えて い る。 ベ トナ
ム企 業 に つ い て は,日 本 企 業 よ り個 室 的 で,欧 米 系 企 業 よ り大 部 屋 式 とい う
中 間的 な 立 場 を とっ て お り,管 理 職 の ス テ イ タ ス保 持 と して個 室 を重 要 視 し
て い る よ うで あ る。
それ ゆ え,ベ トナ ム従 業 員 の競 争 意 識 が 高 くなれ ば,個 室 主 義 的 傾 向 も高
くな る と考 え られ るので,個 室 に対 して どの く らい 興 味 が あ るのか調 べ る こ と
に した。 それ で 「地位 が 上 が って偉 くな る と,自 分 の個 室 で仕 事 が したい と思
い ます か」 とい う質 問 に対す る回答 結 果 が 図 表1-3-3で あ る。
図表1-3-3の 男 女 別 と合 計 結 果 をみ て み る と,「 全 くそ う思 う」に 回答 し
た 従 業 員 は,53人(17.2%)し か な く,「 ほ ぼ そ う 思 う 」29人
(9.4%)を 含 め て も,そ う思 うと回答 した割 合 は82人(26.6%)と い う結 果
に な っ て い る。 反 対 に 「全 くそ う思 わ な い」に 回答 した 従 業 員 が79人(25.6%)
お り,さ らに 「ほ ぼ そ う思 わ な い 」131人(42.5%)を 加 え る と,そ う思 わ
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ない と回答 した従業員 は210人(67.1%)に 達 したので ある。
したがって7割 近 い従業員 は,会 社で の地位 が上が って も自分 の個 室で仕
事 が したい とは思 って いない よ うだ。 また,男 女別 の回答結果 にお いて も,
そ う思 わ ない と回答 した男性 は70.5%を 占めて お り,同 様 に女性 の 回答 も
65.8%と なってい るた め,男 女共個 室 を好 ま ない傾 向が高い よ うであ る。
以上の調査結果 につい て考察 してみ よ う。
欧 米企業で個室 主義 的なオ フ ィス ・レイア ウ トにな ってい るのは,個 人 主
義 にその起源 が あ る。 っま り,欧 米企業 で大部屋式 オ フィス ・レイ ア ウ トが
採用 され ないの は,従 業員 がお互 いに仕事 を して いる姿 を監視 されて い るよ
うな気 が して,落 ち着 いて仕事 に集 中で きないた めであ る2)。欧米人 は,他
の従業員 と区別 したい とい うか,個 人 の仕事 は,個 人のペー スで した方 が能
率的 に も上が る と考 え られ てい る。
例 えば,ア メ リカ人 が個室 を好 む のは,ブ ル ーカ ラーや ホ ワイ トカ ラー の
従 業員 に限 らず,家 にある部屋 の配置か らも理解 で きる。家族 で共有 す る リ
ビング ・ルー ム と夫婦 と子供 のベ ッ ト・ルー ムは別 々で あるよ うに,家 族 の
中で さえ,個 人的な ことについては 区別 され てい る。それ ゆえ,ブ ルー カラー
の従業 員が仕事場 で個 室 を持つ ことはない が,ホ ワイ トカ ラー の従業員 が個
室 を好 むの は当然 で,ま して大企業 の トップ になれ ば,そ れ以上 の環境 を望
んでい るよ うに見 える。実際,大 企業の トップ ・クラスになれ ば,ス イー ト・
ル ーム と呼 ばれ る部屋 で仕 事 を してお り,も ちろん,秘 書や応 接 間 とは別 に
した広 い個 室 を所有 してい る。
反対 に,日 本 では一般 的に大部屋式 のオ フィス ・レイ ア ウ トを採用 してい
る。そ の理 由は,長 い間,日 本 人 の家族 が寄 り添 って生活 して きた習慣 があ
るか らだ ろ う。 家族 が寄 り添 って生活 して きた とい う意 味で,そ のこ とを顕
著 に表 した卑近 な例 があ るのでの述べ てみ よ う。
この話 は,家 族 をタイ のバ ンコクに残 して,ベ トナ ムに単身赴任 した 日本
人駐 在員 か ら聞いた話で ある。初 めて奥 さん と2人 の子供 を連れ て タイのバ
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ンコクに赴任 した とき,タ イでは一般的 に コン ドミニアム と呼 ばれ てい る高
級 マ ン シ ョン を会社 がそ の駐在 員 と家族 の ために借 りたの であ った。 確 か,
ベ ッ ドルー ムが4っ か5っ あ る大 きな ところで,最 初 どの よ うに して部屋 を
使 えば よい のか分 か らず,結 局,日 本 で暮 ら していた よ うに1つ の部屋 に家
族全員 が集 まって生活 した との こ とだ った。
言 うまで もな く,そ の後 は子供 た ちに部屋 を与 えたの であ るが,と か く 日
本 人が寄 り添 って生活 して きた こ とは事実 であ り,そ の伝統 が企 業の なかで
も反 映 され たよ うだ。 大部屋 において,机 を向 き合 わせかつ 隣 り合 わせ に並
べ る配置 は一般 的で ある。 もちろん,大 企業 の トップ ・クラスに なれ ば,個
室 を与 え られ るが,そ れ で もアメ リカの トップ ・クラス とは比較 にな らない
し,ま して ヒラの取締 役 であれ ば個 室 を与 え られ てい ない ところもある よ う
だ。
私見 であ るが,東 南 アジアの 中で は比較 的 ビジネ ス環境 が発 達 して いる タ
イのバ ンコクで,日 系 自動 車メーカー とビジネス を してい る現地企業 の副社
長 を訪 問 した とき,そ の個 室の広 さに驚 いた。応 接用 の ソファー か ら副社長
のデ スクまでの距離 がかな りあ ったため驚 か された のであ る。
ベ トナ ム人 は,個 人主義 的傾 向 が強 い といわれ なが ら調 査結果 では個 室主
義的傾 向が低 か った理 由は,ベ トナ ム文化 の特徴 で あ る家族 主義的影響 が強
いた めであ ろ う。 一般 のベ トナム人 の家 は,家 族 の人数 に比べて狭 く,十 分
な部屋 数 もない のが現実 であ る。 そ のた め,家 族 との連帯 意識 が強 くな り,
共 同で生活す るこ とが習慣 にな った ことが,企 業 内の従業員 にも反映 したの
で あろ う。 よって,ベ トナム従 業員 が共 に働 くとい うことで連帯意識 が強 く
働 いてい るためで はないだろ うか。
あ る合弁 企業 で働 くベ トナ ム人幹部 か ら聞いた話 で あ るが,そ の幹部 は,
会計部長 とい う役職 に就 いてい るが,個 室 で仕 事 をす るこ とを好 まない とい
うこ とで あった。 そ の理 由は,部 下 の管理 が徹底 で きない こ とと,仕 事 上,
部下 とのコ ミュニケーシ ョンを取 る場合,個 室で あると直 ぐに連絡 が取れず,
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大部屋 で仕事 を した方が仕事 の効 率がいい との ことで あった。確 かに,大 部
屋 式のオ フ ィス ・レイ ア ウ トに もメ リッ トがあ るとい えるだろ う。
しか し,ベ トナ ム従業員 の20歳 以下の年 齢層 では,過 半数 の従業員 が個室
で仕 事が したい傾 向が強い ため,他 の年齢 層 とは意識 の ギャ ップが存在 して
い るよ うだ。 たぶ ん,こ の若 い年齢層 は,テ レビや イ ンターネ ッ トか ら最新
の情報 を敏 感 にキ ャ ッチ して西洋風 の ビジネ ス ・ス タイル を望 んでい るの か
も しれ ない。10年 後 か20年 後 にはベ トナム従業員 の個室 に対す る意識 も変化
す るので はないだ ろ うか。
図 表1-3-3:個 室
地 位 が 上 が っ て偉 くな る と, 自分 の個 室で仕事 が したい と思い ます か。
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ベ トナム人 に所属意識 が強 く働 く理 由の1つ として,歴 史的に稲 作農 業 に
従 事 してお り,収 穫 を得 るた めには協力 しな けれ ばな らない とい う共 同体意
識 か ら自然 に身 につ いたのであ ろ う。特 に,家 族 や地域社会 への所 属意識 は
高い よ うであ るが,果 た して会社 への所属意識 は高いの であ ろ うか。 この節
では,会 社 ・辞職 ・団体責任 につ いて調査 し,ベ トナム従業員 の所属 意識 に
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つ い て調 べ て み よ う。
(1)会 社
ベ トナ ム従業員 は,会 社 に対 して所 属意識 が高 いのか低 いのか,そ の程 度
を調べ るた めに以下 の質問 を設 けた。 「所 属 してい る会 社 に対 して,誇 り,
愛社精神,一 体感 を持 っています か」 とい う質問 に対す る回答結果 が図表1-
4-1で あ る。
男女別 と合計 比率 を示 してい る図表1-4-1を み てみ よ う。 「全 くそ う思
う」 に回答 した従 業員 が過 半数 以 上 の189人(59.4%)を 占めて お り,そ れ
に 「ほぼそ う思 う」 と回答 した69人(21.7%)の 数値 を加 え る と,合 計258
人(81.1%)に 達 した。 さ らに,男 女別 に比べ てみ る と,そ う思 うと回答 し
た男性 は78.4%,女 性 は84.0%も 占め てお り,女 性 の方 が男性 よ り少 しだ け
所属意識 が高い よ うであ る。
以上の調査結果 について考察 してみ よ う。
所属 意識が人 的資源 管理 に影響 を及 ぼす1つ の要 因で ある ことに疑 う余地
はないで あろ う。 なぜ な らば 日系企 業 に限 らず,欧 米 系企 業 で もそ こで働 く
従 業員 の所属意識 の高 さが企業へ の誇 り,愛 社精神,一 体感 な どを育て,企
業発 展 に寄与 してい るか らで あ る。 よって,所 属意識 の高い従業員 を雇 用す
るこ とが,企 業 を発 展 させ るため に欠 くこ とので きない人的資源 にお ける獲
得 要因 の1つ に考 え られ るで あろ う。
反対 に従業員 の所 属意識 が低 い とい うこ とは,企 業 に対す る誇 りもな く,
愛 社精神 もな く,一 体感 な ども持 ち合わせ ていない とい うことにな る。 もし
従 業員 の所属意識 が低 けれ ば,個 人プ レー で仕 事を して もチー ム ・ワー クで
仕 事 を して も生産性 の高 い結 果 を望む ことは で きない で あろ う。 要す るに,
所 属意識 の低 い従業員 は,外 部 の人 々の評価 を気 にす るこ ともな く,ま して
内部 の人 間で ある上 司 ・同僚 ・部下 な ど,他 の従業員 に対 して も責任感 の あ
る態度や行 動 な どを示す 可能性 が低 いためであ る。
ベトナム従業員の仕事・価値観に対する意識調査(1)167
幸いベ トナム従業員 の所属意識 が81.1%と い う高 い結果 が 出たので,そ の
結果 を如実 に表 した例 が あるので述べ てみ よ う。
あ る 日系合弁会社 において,従 業員 のた めに忘年会 を催 した とき,記 念 品
と して会社 のロゴの入 った ウィン ドブ レーカー を渡 した ところ大変 な反響で,
中にはお金 を払 って も余分 にそ の ウィン ドブ レーカー を買いたい とい う従業
員 が多 かった こ とであ る。 もちろん,そ の会社 では内勤以外 の従業員,例 え
ば ドライバ ーな どに会社 の ロゴの入 ったシ ャツをユニホー ム と して配 ってお
り,従 業員 は喜んで着 てい るとい うことであ る。 その理 由 と して経 済的 な負
担 を除 いて考 え られ る ことは,他 の会社の従業員 と識別 したい とい うか,自
分 の所属 してい る会社 に一体感 を感 じてい るか らであ ろ う。
実 際,ベ トナムでは依然 と して失 業率 は高 く,潜 在的失業率 を含 め るともっ
と高 くなる。 そのた め,企 業 で働 くベ トナ ム従業員 の数 はまだ まだ少 ない よ
うであ るが,ベ トナム人の所属意識 が高い とい うことは本 調査 よ り解 明 され
た。 それ ゆえに,会 社 を発 展 させ る原動力 としてベ トナ ム従業員 の所属意識
の高 さが重要 にな るわ けで あるか ら,ベ トナ ム従業員 の所 属意識 を低下 させ
ないた めに,そ の企 業に合 った企業文化 を構 築で きる よ うな人的資源 管理 を
実施す るこ とが必要 であ る。
図 表1-4-i:会 社
所 属 して い る会 社 に対 して,誇 り,愛 社 精 神,一 体 感 を持 っ て い ま す か。
男性 女性 合計












































前項 において,ベ トナム従 業員 は,会 社 に対 して所 属意識 が高い とい うこと
が解 明 された。 だからといって,日 本 の従業員 に見 られるような会社 に対す る忠
誠 心まで高いといえるだろうか。現 実問題 として,特 に ドイモイ政策後,ベ トナ
ムでは市場 経済が浸透 してお り,必 要 とする商 品が市 場に溢れてい る現在,金
銭感 覚 の発 達 しているベ トナム人 にとってより多 くの収入 を得たい と願 うのは当
然 のことである。 ま して他 社で働 く労働 条件の方 が良ければ,従 業員が流動 的
になりやすいのは自然 ではないだろ うか。
近い将来,ベ トナムにおいてもっ と盛 んに外 国投 資が行 われるであろ うと考え
られている環境 だけに,ベ トナム従 業員 が辞職 についてどのよ うに考 えているの
か興 味深 いところである。それで,ベ トナム従 業員 に対 して 「他 社か らいい話が
あれば,現 在 の会社 を辞 めることに全 く抵抗 がない と思いますか」 とい う質 問に
ついて調べた回答 結果が,図 表1-4-2で ある。
図表1-4-2の 男 女別 と合計 比率の回答結果 をみてみると,最 も多い回答 は
「あま りそ う思わない」117人(38.4%)と なってお り,次 に多かったのが 「全 く
そ う思わない」 と回答 した75人(24.6%)で あった。 従って,そ う思わない と回
答 したベ トナム従業員の割合 は,全 体 の63.0%を 占めたことになる。 また,男 女
別 の回答結果でもそ う思わないと回答 した男性は63.6%を 占めてお り,同 様 に女
性 の回答結 果 も62.3%と なっているため,男 女 間による差がほ とんどなかった。
よって,6割 強のベ トナム従 業員 は,他 社からいい話があっても,そ う簡 単には
現在働 いている会社 を辞 めるようなことはないといえるだろ う。
以上の調査結果 について考察 してみ よう。
ベ トナム従 業員 の離職率の低 さとい う結果からも窺えるように,第 一に挙げら
れることは,経 済的理 由でベ トナム従業員がそ う簡単に会社を辞める気にならな
いとい うことである。 実 際にベ トナム従 業員か ら聞いた話であるが,月 給が高い
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からといって他の外 資 系企業 に移 った後,そ の企業が閉鎖す ることになって しま
い職 を失 った友人が困っているとのことであった。
重ねて,南 部 にあるベ トナム国営会社 の幹部 より聞いた話 では,近 々,社 長
が退職す ることになっているので,そ の後継 者 をどのよ うにして選ぶか とい うこ
とでなかなか話 がまとま らない とい うことであった。 結果 的 にベ トナムの首都ハ
ノイから着任する人を好 まず,会 社 内部の副社 長が昇格 したのであった。その主
な理 由は,新 社 長についてほ とん ど知 らない とい うような人 を受 け入れるより,
お互いに良 く知 っている人 を選んだ方がその会社 にいる幹部や従 業員 にとって リ
スクが少 ない とい うことであった。
日系企業への聞き取 り調査 においては,同 業者 間でお互 いの従 業員 を定着 さ
せ るとい う目的で,賃 金や労働 時 間などの労働 条件 に格差 が出ないように努 め
ているとのことであった。 日系企 業に限 らず,外 資 系企 業やベ トナム企業でも同
業 者 間で従 業員 に対する労働 条件 の格差 が出ないように努 力 していることがベ
トナム従業員の定着 率に影響 を与えているよ うだ。
さらに,新 聞やテレビなどのニュースで報 じられている外 国企 業の撤退,外 資
系企 業 の事業縮 小,そ してベ トナム国営企 業の倒 産など,実 際 にベ トナム人の
身近でこのようなことが起 きているとい うのがベ トナムの現実である。そ うい うわ
けで,ベ トナム人が リスクを取ることを好 まず,保 守 的な行 動を取っているようだ。
ベ トナム人は,長 い間,耐 乏生活 に耐 えてきたため忍耐 強 く,考 え方は現実
的である。例 えば,ベ トナム人 は,1割 や2割 程度 の給料 ア ップでは他 の会社
に移 るようなことを考 えてお らず,現 在働 いている会社 の上 司 ・同僚 ・部 下な
どと強い絆 を持 っているため,ど うしても新 しい会社 の環 境に対 して猜疑 心が先
に出てしま うのであろ う。つま り,明 確でないことに対 して リスクを取 りたが ら
ない気質 ゆえに,安 易に会社 を移 るようなことをしないため,ベ トナム従業員 の
会社 に対する所 属意識が高いとい う結果 にっながるようだ。
但 し,31歳 か ら35歳 までの女性 の年齢 層の回答だけが45.8%と い う5割 に満
たない回答結果 であ ったた め,こ の年齢 層 の女性 には何か別 の ものに所 属意
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識 を働 かせてい るのか も しれ ない。例 えば,既 婚者 は子供 とか家庭 に所属 意
識 を強 く見出 し,ま た未婚者 は結婚生活 な ど自分 の夢 に所 属意識 を求 めてい
る とい うこ とにな るか も しれ ない。
図表1-4-2:辞 職
他社 か らいい話 があれば,現 在 の会社 を辞 め ることに全 く抵抗 がない と思
い ます か。
男性 女性 合計










































(3)団 体 責 任
ベ トナ ム 従 業 員 の所 属 意 識 の程 度 を別 の 面 か ら見 るた め に,ベ トナ ム従 業
員 が 団 体 責任 につ い て どの よ うに考 えて い る の か調 べ て み た 。 それ で,ベ ト
ナ ム従 業 員 に 「少 人 数 の グル ー プ で仕 事 を してい る時,ミ ス が発 生 した た め,
団 体 責任 を取 ら され る こ とに な りま した。 素 直 に 従 うこ とが で き ます か 」 と
い う質 問 に対 す る回 答 結 果 が 図表1-4-3で あ る。
男 女 別 と合 計 を示 して い る図 表1-4-3を み て み る と,「 全 くそ う思 う」
と回 答 した117人(38.4%)が 最 も多 く,次 に 多 か った 回 答 は 「ほ ぼ そ う思
う 」81人(26.6%)と な っ て い る 。 こ れ ら の 回 答 を 合 わ せ る と
198人(65.0%)の 従 業 員 が そ う思 う と回 答 した こ とに な る。 ま た,男 女 別
の 回答 結 果 か ら もそ れ ぞれ63.5%と66.4%と な っ て お り,6割 強 の 割 合 で 男
女 共 そ う思 うと回 答 して い るの で あ る。
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以上 の調査結果 につ いて考察 してみ よ う。
団体責任 に関す る回答結果 よ り6割 強のベ トナム従 業員 は,団 体 責任 を素
直 に受 け入れ るこ とが分か ったので あるが,そ の こ とについ て卑近 な例が あ
るので挙 げてみ よ う。 日系の合弁旅 行会社 での話 であ るが,そ の会社 で働 い
てい るベ トナ ム従業員 が 日本人旅行者 の泊 まるホテル の手配 ミスを していた
のに気 が付かず,当 日旅行者 がホテルヘ チ ェ ックイン した際 に分 かった。結
局,確 認 ミス とい うこ とが明 白であ るため,そ の部署 の担 当者 数名 が手配 ミ
ス した ホテル へ支払 う1泊 分 の責任 を負 うこ とになった。 この例 の よ うに,
ミスがはっ き りしてい る場合 は,担 当者 が如何 に言い訳 しよ うとして もで き
ない ため,言 うに及 ばず,そ の後の仕事 に ミスが無 くなった とい うこ とで あ
る。
また,日 系 の工場 を訪問 した ときの こ とで あるが,工 場 の掲示板 に従業員
の写真 な どが張 り出 されていた ので,最 初 は表彰 され た従業員 だ と思 ってい
たが,話 を聞い た ところ各生産 ライ ンの ノルマや 目標 に してい る生産 量に達
していない生産 ライ ンで働 いてい る従業員 の リー ダー の写真 と生産 ライ ン名
を一般従 業員 に良 く見 えるよ うに掲示板 に張 り出 していたので ある。 い く ら
団体責任 とい って も生産 ライ ンの名 前や ま してそ のライ ンの リー ダー の写真
まで張 り出 され たので は面子 とい うか立場 がない よ うに見 えたので ある。
もちろん,団 体責任 を与 えるこ とで ミスが減 り,ノ ルマや 目標 を達成 でき
るよ うにな るこ とは人 的資源 管理 において大切 な こ とで ある。 さらに,従 業
員 の協力体制 が強 くなれ ばなるほ ど,労 働 力 の効率性や 生産性 を高め るこ と
が可能 とな り,そ れ 以上 にグル.一プで同 じ仕事 を してい る従業員 の結 束が 固
くな ってい くよ うであ る。
但 し,女 性従業員 の41歳 か ら50歳 までの年齢層 だ けは,他 の年齢層 よ
りも団体 責任 に 関す る意識 が少 し低 い傾 向が出 ている。 しか し,そ の意識 の
差 は問題 点 として取 り扱 うほ どの こ とではないが,仮 に個人 的 に責任 が及ぶ
よ うな ことになれ ば,か な りの抵 抗が ある ことをベ トナ ムでの人的資源 管理
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を行 う際 に考 えてお くべ きで あろ う。
その ことにつ いて好例 があ るので述べ てみ よ う。 あ る 日系企業 を訪 問 した
とき,日 本人 の社長 よ りベ トナ ム従業員 の仕事 に対す る責任感 につ いての話
を聞いた。その 内容 は,会 社 の生産 ライ ンが止 ま りその原 因を調べ てみ る と,
製 品 の材 料 が うま く受 け渡 しされ てい なか ったた めで ある こ とが分 かった。
それ で,現 場 従業員 にそ の こ とを指摘す る と,「 それ は,自 分の 責任 で はな
い」 とか 「それ は,他 の部署 の責任 で ある」 な ど と言い わ け して,「 生産 が
止 まった のは,決 して 自分の責任 で はない」 と主 張 した との こ とで あった。
日本で は弁解 の余地が ない よ うな ことをベ トナム従業員 は一生懸命 に弁 明す
る とい うので あった。
この例 か らも分か るよ うに,日 系企業 では職 務 区分 が欧米系企業やベ トナ
ム企 業 ほ ど明確 に され てい ない とい うこ とに原 因 が あ りそ うだ。 そ のた め,
言 いわ け しや すい状況 を作 り出す のか も しれ ない が,ベ トナ ム人 は,責 任 を
一人 で負 うことや 自分 の ミス を認 め るこ とを嫌 う傾 向が ある とい うこ とが分
かった。
その理 由 として,第 一 に,自 分一 人で責任 を負 うこ とに対す る恐 れが ある
こ と。第 二 に,責 任 を認 める ことは 自分の面子 がつぶれ る こと。 第三 に,ベ
トナ ム人 自身 のプライ ドが許 さない こ と,な どが挙 げ られ る。 よって,ベ ト
ナ ム従 業員がそ の よ うな状態 に身 を置 くこ とを嫌 うの は当然 の結果 の よ うで
あ る。
とは言 うものの,ベ トナ ム従 業員 は,個 人 的な責任 を回避 しよ うと懸命 に
言 いわ けす る傾 向が ある よ うだが,弁 明で きない よ うに職務記述 書 に明記す
れ ば弁解 の余地 がな くな るであろ う。 そ の1例 と して,上 述 した合 弁旅行会
社 について も う1度 みてみ よ う。
この会社 では,従 業員の ガイ ドにガイ ドの仕事 について理解 させ て,責 任
e囲 を明確 に してい る。例 えば,お 客 を迎 えに空 港へ行 く時間に遅 れて,お
客 よ り会社や緊急連絡 先 に電話 が入 った場合 は,後 日ガイ ドに注意 が与 え ら
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れ,そ れで も同 じ間違 い を再度 した ときは,そ のガイ ドを停職 させ る とい う
規 定 にな っている。 また,時 間に遅れ な くて もガイ ドが空港 でお客 を探す こ
とがで きず,お 客が タクシーでホテルへ行 って しまった場合 な ど,と にか く,
お 客の支払 った タ クシー代 はガ イ ドがお客 に返す ことにな ってい る。
さ らに,ガ イ ドが勝手 にお客 の 日程 を変 更 した りして,後 で トラブル が発
生 した場合 な ど,注 意や停職 した後 で問題 を起 こ した場合 は,解 雇す るとい っ
た よ うに段 階 を経 て処分 してい るとの こ とで ある。過失 を認 め ざるを得 ない
状態 では,い くら言 い訳 した くて もできない システ ムに してい る。
とにか くベ トナ ム従業員 は,個 人 的な責任 につ いて言 い訳 を したい傾 向が
強い よ うで ある。 しか し,団 体責任 に関 して は連帯意識 とい うか仲間意識 が
働 くた め,団 体責任 を取 るこ とに対 して抵抗 が少 な く,受 け入 れ る割 合 が高
い とい うこ とが解 明できた。
図 表1-4-3:団 体 責 任
少 人 数 の グル ー プ で仕 事 を して い る時,ミ ス が発 生 した た め団 体 責任 を取
ら され る こ とに な りま した。 素 直 に従 うこ とが で きま す か。
男性 女性 合計












































ベ トナ ム人 は,家 族 を中心に生活 しているた め家族 意識 とい うものが非 常
に強 い と言 われ てい る。 そ の理 由 と して,中 国か ら伝 え られ た儒 教 がベ トナ
ム人 に影 響 を与 えた事 実 が歴 史 的に残 ってお り,そ のためベ トナ ムで は,親
を大 切 に して年 長者 を敬 うな どとい う考 え方 がいまだに強 く残 ってい るよ う
だ。 もちろん,近 年ベ トナ ム人 の価 値観 も変化 してい るので一概 には言 えな
いが,そ れで もこの よ うな事 実がベ トナム人 の性 格形成 の基 になってい るこ と
につ いて異 論 はないで あろ う。 この節 では,ベ トナ ム人 の家 族意Rを 調 べ る
ために,会 社 の継 承,社 員構成,両 親 などに対す る孝行 についてみてみ よ う。
(1)継 承
会社 の継 承 についてベ トナム人が どのよ うに考 えているのかを調 べ るために
以 下の設 問を した。 「も しあなたが 自分 の会社 を所有 してい るとして,あ なた
は 自分の会社 を自分の子 に継 がせ るのは当然であると思いますか」 とい う質 問
に対する回答結果 が図表1-5-1で ある。
男女別 と合 計の結果 を示 した図表1-5-1に ついてみてみ ると,「 全 くそ う
思 う」 と回答 した従業員 は109人(35.3%)で,「 ほぼそ う思 う」 と回答 した53人
(17.2%)を 含 めて,そ う思 うと回答 した従業員 が162人(52.5%)と い う若干
過 半数 を上 回った程 度の結果 となっている。 また男女別 の回答 結果 で も,そ う
思 うと回答 した男性 は52.5%,女 性 が52.3%と なってお り,男 女 間の差 はほ と
ん どなかったよ うだ。そのため,自 分の会社 を子供 に継 がせ たい とい う継承 意
識 は,若 干過 半数 を上 回る程 度である。
以上の調査結果 について考 察 してみ よう。
一般 的 にベ トナム人は家 族 意識 が高い と言 われ ているが,会 社 に対す る継
承意識 が高い とい う結 果には至 らなか った ようだ。それ でも全 体の5割 を少 し
上回った程度 のベ トナム人 は,自 分の子 に会社 を継 がせたい とい う意識が ある
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よ うだ。 しか し,男 女 を含 めた51歳 以上の年齢 層では,圧 倒 的に 自分 の会社
を子供 に継 がせ よ うとす る考 え方 は低 くなってお りr特 に女性 の年齢層 では,
41歳 以 上 の年齢 層 か らその よ うな傾 向が見 られ てい る。 反 対 に,41歳 か ら50
歳 までの男性 の年齢層 ではまだ子供 に継 がせたい とい う意識 の方 が継 がせ な く
てもよい とい う意識 を上回 っている。
いずれ に して も,41歳 以上 の女性 か らこの よ うな結果 が 出た背 景 には,生
活 習慣 の 中で常に女性 である母親 が子 供 の面倒 を見てい るため,子 供 の適性
とい うものを男性 である父親 よりもいち早 く見抜いてい るのではないだろ うか。
とにか く年齢層 が高 くなればなるほ ど,ベ トナム人は,会 社の継 承 とい う問題
について子供 ではな く,適 任者 に継 がせ るとい う考 え方 を持 っているよ うだ。
それか ら,ベ トナム人 の女性 経営者 よ り会社 の継 承 問題 につ いてイ ンタ ビュー
す ることができたので簡 単に述べてみ よ う。
その経 営者 によると,子 供 が会 社 を継承すれば問題 は生 じないのであるが,
現 実的 に将来 のこ とについてはまだ分か らないので,取 り敢 えず2つ の解 決方
法 を考 えてい るとの ことであった。==は,経 営者 を雇 って会社 の経営 を して
もらうとい うや り方で ある。 このよ うなや り方は,日 本 で も昔か ら行 われてき
てお り,例 えば,江 戸 時代 の商家 に見 られた よ うに,番 頭 とい う専 門的経 営
能力 の高い者 に店 に関す る経 営 を任せ るとい う経営方法 である。
第 二 は,会 社 を売却す る とい う方法 である。 この方 法 は,日 本 ではあま り
見 られ ない方法 であるが,ア メ リカでは,親 の築 いた事 業を売却 して,そ れ に
よって得 た金銭 をその子 が新 しい事業 の資金 として活用す るといった ことは実
際に行 われていることである。現実 問題 と して,そ こまでその経営者 が考 えて
いることに感心 させ られ た。
重ね て言 うな らば,親 には親 の人 生があ り,子 には子 の人生 があって,親
が子供 を強制 的に継 がせ るよ うにできるものではない とい うこ とである。何 処
の親 で も考 えることは大 同小異であるが,そ の経 営者 を含 めてベ トナム人は,
子供 に会社 を継 いでほ しい とい う度合 がそれ ほど高 くない とい うことだ。 従 っ
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て,そ の 点 に 関 して,ベ トナ ム人 は,順 応 性 に長 けた考 え方 を して い る こ とが
窺 え るので あ る。
図 表1-5-1:継 承
も し自分 の会 社 を所 有 して い る と して,自 分 の会 社 を 自分 の子 に継 がせ る
の は 当 然 で あ る と思 い ま す か 。
男性 女性 合計










































(2)社 員 構 成
「自分 の 会 社 の社 員 を家 族 や 親 族 で 占め るの は 当 然 で あ る と思 い ます か 」 と
い う質 問 を設 け て,会 社 内 にお け る家 族 意 識 を調 べ たの が 図 表1-5-2で あ
る。 男 女 別 と合 計 を示 した 図表1-5-2を み て み る と,最 も多 か っ た 回答 は
「全 くそ う思 わ な い」118人(38.1%)と な って お り,以 下,「 あ ま りそ う思 わ
な い 」109人(35.2%),「 全 くそ う思 う」39人(12.6%),「 ほぼ そ う思 う」26
人(8.4%),「 分 か らな い」18人(5.8%)と い う順 で あった。
そ れ ゆ え,こ れ ら の 回 答 結 果 か ら そ う思 わ な い と 回 答 し た 割 合 は,
73.3%と い うこ とにな り,反 対 にそ う思 うと回 答 した割 合 が21.0%に なっ た。
また,男 女 別 の 回 答 か らもほ とん ど同様 な 結 果 に な っ てい る た め,7割 強 の
ベ トナ ム 従 業 員 は,自 分 の 会 社 の社 員 を家 族 や 親 族 で 占 め る こ とに対 して 賛
成 しな い よ うで あ る。
以 上 の調 査結 果 につ い て考 察 してみ よ う。
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ベ トナム人 は,自 分 の会社 の社員 を家 族や親 族で 占め るとい うこ とに対 し
て同意 しない とい う意pが 強い よ うで ある。 よって,ベ トナ ムでの会社 経 営
におい て家族 経 営 とい うものが,現 今 の情 勢 には適応 しない ことをベ トナ ム
人 は察知 しているの ではないだ ろ うか。 進 取 の気 質 に富むベ トナ ム人 は,大
競争 時代 の流 れ に適応 させ るために,も はや 家族 と会社 は切 り離 して考 えて
い るよ うである。
日系企 業で働 く,ベ トナ ム人 の会社幹 部 よ り興 味深 い コメン トを得 るこ と
ができたので述べてみ よ う。 この会社幹部 に よる と,会 社 設 立当時において,
どうして も会 社 に とって必要 な部署 に人材 がい ないた め,そ の幹 部 の親 戚 関
係 に当た る人や 家族 や親 族 に頼 まれた人 を採 用 した ことが あったそ うだ。 そ
の当時の理 由 として,そ のよ うな人を会社 に採用 した方 が会社 に とってメ リッ
トになるとい うか,会 社の利益 に貢献す るだろ うと思 ったそ うである。 しか し,
実 際にはそのよ うにな らず,思 惑が外れたのでその原 因 を述べてみ よう。
第一 に,特 に兄弟 の場合 は,会 社 内で とにか く扱 い に くい とい うことであ
る。 その上,採 用 された こ とにつ いて も有難 く思 わず,当 然で ある とい う態
度 にな るそ うだ。第 二 に,社 内の規 律違反 を犯 した場合 は,解 雇 す ることが
難 しい とい うことである。 つま り,解 雇 した くて も家 族や親族 な どか ら色 々
な横 槍 が入 ってできな くなるそ うだ。 第 三に,解 雇 した後 は恨む とい うので
ある。ベ トナム人 に とって他 人 に恨 まれ るのは問題 ない よ うで あるが,兄 弟
や親 戚 に恨 まれ るのは我慢できない との ことである。
そ うい うわ けで,兄 弟や親 戚 関係 の人 は採 用 しない とい うことで あった。
もちろん,知 人 な どに頼 まれた場合 で も採用 しない とい うこ とであった。 簡
潔 に言 えば,社 内 において他 人 の方 が命令 しやすい とい うこ とにな るので あ
ろ う。 また,特 に兄弟 姉妹 の場合,そ の性 格 をよく知 ってい るので採用 すれ
ば,後 で問題 が起 こる ことが予 測 できるのか も しれない。 とにか く,こ の会
社幹部 は,た とえ兄弟や親 戚 か ら冷 たい と言 われて もその よ うな人 を採 用 し
ない とい うことであった。
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従 業員 の採 用 とい うこ とを考 えれ ば,こ の よ うな苦い経験 をす るこ とは,
大切 なこ とか も しれ ない。 ベ トナ ム人 は,自 分 の会社 において重要 な部署 を
家族 や親族 で 占める ことについて は同意 しない割合 が高い よ うであるが,自
分 の働 いてい る会 社 に親 戚 な どを勧誘 す る傾 向が高いか らであ る。 笑 い話 と
していわれ ることは,日 本 人 の人 事担 当者 が最初 何 も分 か らないので部 下 の
ベ トナム人 と相 談 して新 しい従業員 を採用 した ら,後 でその部 下の兄弟であっ
た とい う話や気 が付 けばその会社 に兄弟 のみな らず,そ の親戚 の者 が多 く入
社 して働 いていた とい う話であ る。
要す るに,こ の よ うなことをす るのは,ベ トナムでは失業率 が高 く職がない
た め,自 然 と家族や親 戚 を助 けるためにす るのであろ う。 しか し,大 抵 のベ
トナ ム人 は,自 分 の会 社 を家族 や親族 で 占め よ うとは考 えていない とい うこ
とである。 従 って,ベ トナ ム人 が したたかな性 格 を有 してい るのが垣 間見 ら
れた よ うである。
図表1-5-2:社 員構成
自分 の会社 の社 員 を家族や親族 で 占めるのは 当然で ある と思います か。
男性 女性 合計











































ベ トナム人 の家族意識 の中で最 も大切 な こと として考 え られ てい る孝行 に
関す る意識 を調べ たのが図表1-5-3で あ る。最 初 に,男 女別 と合計 の回答
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結果 を表 してい る図表1-5-3を み てみ よ う。 「育てて くれ た両親 や世話 に
な った兄や姉 のため に,将 来 の面倒 を見 る と思 います か」 とい う質 問 に対 し
て1番 多 かった 回答結 果 は 「全 くそ う思 う」256人(83.1%)と なってお り,
次 に多 かった回答 が 「ほぼそ う思 う」36人(11.7%)で あったた め,そ う思
うと回答 した割 合 は94.8%に 達 した。 さらにベ トナ ム人 の孝行意識 は,す べ
ての年齢 層 におい て非 常 に高い結果 であ った。
以 上の調 査結果 につ いて考察 してみ よ う。
一般 的 にベ トナ ム人 は
,育 てて くれ た両親,ま たは親代 わ りとして世話 に
なった兄や 姉のた めに,将 来の面倒 を見 る とい う非常 に高い孝行 意識 を持 っ
てい るとい うこ とが分かった。従 って,孝 行 を尽 くす ことがベ トナム人 に とっ
て義務 で あ り,そ うす ることに よって家族 の強い結束が構築 され てい くので
は ないだ ろ うか。
実際 に,ベ トナ ム従業員 が親 のた めに稼 いだ給料 か ら仕送 りす る とか,ま
たは給料 のほ とん どを手渡 してい る とか の話 は よ く耳 にす る。 さ らに,父 親
が亡 くなったため,父 親代 わ りとして弟妹 の学 費や 生活 費 な どを含 めてそ の
他 諸 々の ことまで面倒 を見 てい る人 も多い のが現実で ある。特 に女性 の従業
員 は,取 り敢 えず稼 い だ給料 を一且母親 に預 け る とい う形 を取 って,必 要 に
応 じて母親 か らも らってい る者 もい るので ある。 この よ うな例 は,威 厳 の な
い親 に威 厳 を子 が与 えてい るよ うな もので ある。
このよ うな社 会状況 と相 まって,ベ トナ ムで大好評 だったのが,1997年 に
テ レビ放送 され たNHKの ドラマ であ る 「お しん」 とい う番組 であった。 主人
公 で ある 「お しん」の あのひ たむ きな態度 がベ トナ ム人 の行動 とダブって描
かれた よ うにベ トナム人の 目に映 ったので あろ う。ベ トナ ム人 は,あ の 「お
しん」 とい う日本 の番組 をテ レビで見 るこ とを楽 しみに して いた し,そ の番
組 を見 るこ とによってベ トナ ム人 は共 鳴 してい たのではない だろ うか。
この番組 の放送 後,「 お しん」 とい う親 孝行 の娘 がベ トナム人 の間で非 常
に親 しまれ た こ とにつ いて以下 のエ ピソー ドが ある。ベ トナ ム人 の家庭 には
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お 手伝 い(女 中)を 雇 って い るところもあ り,お 手伝い さんの こ とを 「お し
ん」 と呼ん でい るので ある。 っ ま り,う ちの 「お しん」 は良 く働 いてい る と
か,う ちの 「お しん」は大 して働 かない とか,と ベ トナ ム人 の間で話 して い
るそ うだ。
この よ うに して,「 お しん」 とい う言葉 は,お 手伝 い とい う意 味でベ トナ
ムでは使 われ,ベ トナム語化 した よ うで ある。現在 で もベ トナ ム人の孝行 意
識 が高い のは,伝 統 的価値 をそ の中に求 めてい るか らで あろ う。 この伝 統的
価値 が形成 され た背 景 には,ベ トナム人の儒教精神 が根 付い ていたた めで あ
り,ベ トナ ム人の家族 意識 の 中で保 持 され て きたか らで あろ う。 そのた め,
ベ トナム人 の家族意識 は,一 段 と家族 の絆 を強 めるために働 いているよ うだ。
最後 に,ベ トナム人 の孝行意識 が非常 に高い とい うことは分 か ったの であ
るが,ベ トナムの友人 よ り得難 い意見 とい うか,現 実味 を帯 びた意見 があっ
たの で紹介 してみ よ う。確 かに,ベ トナ ム人 の友人 もベ トナ ム人の孝 行意識
が高 い こ とにつ いて は同意す るので あ るが,「 言 うこと とや るこ とは別 であ
る」 とい う指摘 を した ので ある。 要す るに,ベ トナ ム とい う社 会環境 ではベ
トナ ム人 がそ のよ うに答 えるの は習慣 とな ってい るためで,実 際 にや ってい
るか ど うかは別 な ことの よ うだ。
日本 では,特 に体裁 を整 えるために本 来な ら 「はい」 と答 えなけれ ばな ら
ない ところを 「いい え」 と答 え,ま たその逆 も よくあ るこ とであ る。ベ トナ
ムでは 日本 ほ どでは ないに しろ多少 はあ るよ うである。ベ トナム人 の友人 は,
自分 の兄弟 の例 を含 めな が ら,「 た ぶん20%ぐ らいのベ トナ ム人 は実際 に は
や ってい ない のでないか」 と指摘 した。 もちろん,親 な どの面倒 を見た くて
も経 済的 にできない よ うな人 もい るわ けで,そ の場合 はそ の分,兄 弟 の方 へ
負担 が かか るのか も しれ ない。
ともか く,意 外 と指 摘 され た数字 が低か ったの で問題 にす るほ どの こ とで
もない よ うだが,多 少 このよ うな指 摘が あった方 が現 実的で あ り,ベ トナ ム
人 を過大評価 しないた めに も考 慮す るべ き点 であ る。 とは言 うものの,ベ ト
ベトナム従業員の仕事・価値観に対する意識調査(1)181
ナ ム人 の孝行意Gが 高い こ とに は変 わ りがない よ うで あ る。 ベ トナ ム人 は,
外 国人 か らよく指摘 され るよ うに,勤 勉 で忍耐強い国民であ るとい われ るが,
逆 に勤勉で忍耐強 い国民性 を有 してい るか らこそ,孝 行 意識 が高い といえ る
よ うだ。
図表1-5-3:孝 行
育 てて くれた 両親や 世話 になった兄や姉 のた めに,将 来の面倒 を見 ると思
います か。
男性 女性 合計











































近年,ベ トナムは貧 しさか ら脱 却 してお り,ベ トナ ム人の生活 は豊 かにな っ
て きてい る よ うだ。 そのた め,ベ トナム人 の生活意識 に多大 な影響 を与 えて
い る と思われ る意識 を3つ 選ん でみ た。 それ らの意識 はs将 来のた めに金銭
を蓄 える貯蓄意識,収 入 を増やす ための残 業意識,そ して将来への生活 向上
意識 であ る。 この節 では,粘 り強 さに長 けたベ トナ ム人 の実生活 を通 して,
これ らの意識 が高 いのか低 いの かそ の程度 を調べてみ よ う。
182国 際経営論集No.282004
(1)貯 蓄
北部ベ トナ ム人は,南 北統一 以前か ら長い耐乏 生活 を経験 してお り,中 部
ベ トナ ム人 も歴 史的 に貧 しい地域 で生活 してお り,南 部ベ トナ ム人 も南北統
一 後
,耐 乏生活 を余儀 な くされ た。 近年,ベ トナ ム人 の生活 は徐 々に改善 さ
れ てい るが,そ れ で も世界 にお け る最貧 国 の1つ と して挙 げ られ てい る。 そ
れ ゆえ,ベ トナム人の貯蓄意識 を調 べ るた めに 「現在 の生活水 準 を多少犠牲
に して も,将 来 のた めに多 く貯 蓄 を したい と思 います か」 とい う質問 を して,
その回答結果 が図表1-6-1で あ る。
男女別 と合 計 を示 した図表1-6-1に つ いてみ てみ る と,「 全 くそ う思 う」
と回答 した従業 員 は181人(56.9%)と なっ てお り,既 に過 半数 を 占めた。
次 に多か った回答 で あ る 「ほぼそ う思 う」66人(20.8%)を 含む と,全 体の
77.7%が そ う思 うと回答 した こ とにな る。 また,男 性 のみ の回答 結果 か らそ
う思 うと回答 した割 合 が76.5%,女 性 のみ の回答 では78.9%と なってい る。
これ らの結果 よ りベ トナム人 は,貯 蓄 に対す る意識 が高い とい えるであろ う。
以上 の調査 につ いて考察 してみ よ う。
経 済活動 とい う立場でベ トナ ム人 をみてみ ると,ベ トナ ム人 の貯 蓄率が低
い こ とが指摘 され るで あろ う。 だか らとい って,ベ トナ ム人 の貯 蓄意識が低
い とい うことにはな らない ことを本調査 か らの回答結 果 で判 明で きた ので は
ないだ ろ うか。但 し貯蓄率 が低 い こ とにつ いては社 会的不安 が存在 してい た
ので,ま ず その こ とか ら簡潔 に述 べてみ よ う。
端的 に言 うな らば,つ い最 近までベ トナ ム人 は銀行 を信用 してい なかった
とい うことで ある。 その主な理 由を挙 げてみ る と,南 北統一後,ベ トナ ム政
府 は銀行 の預金 封鎖政策 を実施 した ため,銀 行 に預金 していたベ トナ ム人 が
預金 を 自由に引 き出せ ない状 態 に陥 った ことで ある。 そ して,ベ トナ ムの国
家銀行 は財 政赤字 を紙 幣発行 で資金 を調達 したた め,1980年 代半 ばか ら91年
頃まではイ ンフ レを引 き起 こ し,特 に86年 か ら89年 まで は高 イ ンフ レとなっ
た。 さ らに,80年 代後 半か ら高利 息 を謳 い文句 に して設立 され た金融機 関が
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80年 代 の終わ りに相次 いで倒 産 したため,預 金 していた数 多 くのベ トナ ム人
が損 害 を被 った とい うこ とで ある。
その後,銀 行 な どの金融機 関の信用 も回復 したた め,現 在,大 抵のベ トナ
ム人 は銀行 に預金 してい るのが普通 になってい る。 しか し,現 在で も預金す
るほ ど十分 な収入 を得 てい るベ トナ ム人 が少 な いた め,民 間の貯蓄率 が低 い
とい うこ とが あるか も しれ ないが,他 方 ではベ トナ ムには タンス預金 と呼ば
れ てい る資金 が眠 ってい るこ ともよ く指摘 され てい る。 よって,そ の ことか
らもベ トナ ム人 の貯蓄意識 が高い こ とが窺 え るので ある。
本調 査結果 か ら女性 の方 が男性 よ り貯蓄 意識 が若 干 高か った よ うで ある。
そ うい うわけでい うのではないが,ベ トナムには 「タイ ・ホ ム ・チア ・コア」
とい う諺が ある。 直訳すれ ば 「トランクの鍵 の保持者 」 とな るが,日 本 的 に
訳す と 「家の金庫番 」 とい うことにな るのではないだ ろ うか。ベ トナム人 は,
昔 か ら衣 類 な どを収納 す るた めに木 でで きた トランクを使 用 してお り,そ の
中に現金 や貴金属 な ども入 れて保管す る習慣 が ある。 そ して,こ の諺 の意 味
す る ところは,家 庭 において トランクの鍵 を所持 してい る者 がお金 に関す る
すべ ての こ とを決 め る権 限 を持 ってい るとい うことで,そ れ が妻 であ る女性
とい うこ とにな ってい る。
そ の こ とを象徴 してい るのが,町 の レス トランな どで よく見か ける光景 で
あ る。っ ま り,ベ トナ ム人 の家族が食事 を終 えた後,お 金 を支 払 ってい るの
が いっ も女性 だ とい うことで あ る。 女性 の言 い分 と して は,「 男性 が余分 な
お金 を持 つ と遊ん でろ くな こ とが ない」 とい うこ とで あった。 それい うわけ
で,ベ トナムの女性 の方 が男性 よ り貯蓄意識 が高いのか も しれ ない。
参考 までに,結 婚前 のカ ップル で もまた単 な る友 達同士 で も レス トランな
どで男性 が支払 うこ とが今 で もベ トナ ムで は習慣 とな ってお り,割 り勘 とい
う考 え方 は ない。 昔 と違 って今 のベ トナ ムで は,夫 婦共働 きが普通 であ る。
妻 の稼 い だお金 は もちろん妻 の もの,夫 の稼 いだお金 も妻 の もの,決 してそ
のお金 は夫へ戻 らない よ うになってい る。 よって,ま す ますベ トナ ムの女性
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は 「家 の金庫番 」 として強 くなってい くよ うで ある。
さ らに,家 庭 で強 くなった妻 を如 実 に表 した冗 談が あるので紹介 してみ よ
う。携 帯電話 が鳴 った とき,男 性 の友達 に誰 か ら連絡 が あったのか と尋ね る
と 「私 のボ スか ら」 と答 える ことで ある。 また,ベ トナ ムの男性 は,知 り合
いや 友達 に 自分 の妻 を紹 介す る時,「 私 の ボスです 」 とユ ーモ アた っぷ りに
言 うので あ る。 それ か ら言 い過 ぎ るか も しれ ない が,ベ トナ ム人 の 中 には
「家 には虎 がい る」 とい う男性 もい る くらいで,妻 を恐れ て い る恐妻家 が多
いの も事実 であ る。 しか し,こ の よ うな冗談 がベ トナ ムで はまか り通 るの も
ベ トナ ム人 が明朗 だか らであろ う。
なお,男 女別 の年 齢層 の結果 か ら15歳 か ら30歳 までの年齢層 にお ける男性
の方が女性 よ り貯 蓄意識 が低 い結果 になったのは,上 述 した よ うに男女 間で
割 り勘 の意識 がない ため,特 に独 身男性 に とって負担 は大 き く,ま たそれ 以
外 にも消費 しやす い環境 にい るので貯蓄意識 が下が るのは当然 の よ うで ある。
そ して,31歳 か ら50歳 まで の年齢層 で は男性 の方 が女性 よ り貯 蓄意識 が高 く
な るのは,家 族 のた めに働 いてい る とい う責任 を男性 が 自覚 して いるか らで
は ないだ ろ うか。それ か ら,51歳 以上 の年齢 層 にな ると男性 の貯蓄意識 が下
が るのは,た ぶん上述 した よ うに 「男性 が余 分 なお金 を持 っ と遊 んで ろ くな
こ とがない」 とい う指摘 が当た ってい るのか も しれ ない。
とにか く,歴 史的 に長 い戦争経験 を して,耐 乏生活 まで したベ トナム人 に
とって,貯 蓄 に対す る意識 が高い ことについて異論 がないで あろ う。聡 明で
忍耐強 いベ トナ ム人 は,日 本 にお け る戦 後の経済発展,さ らに東 アジア,中
国,東 南ア ジア な どの経 済成 長 を熟知 してお り,ベ トナム も近い将来,経 済
発展 して生活が豊 かにな る と確 信 してい るのだ ろ う。 それ ゆえ,ベ トナム人
の貯 蓄意識 が高 い とい うこ とは,ベ トナム人の生活 を向上 させ る原動力 に な
り,ベ トナ ム人 を勤勉 に働 かせて い るよ うで あ る。
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図表1-6-1:貯 蓄
現在 の生活水 準 を多少犠牲 に して も,将 来 のた めに多 く貯 蓄 を したい と思
い ますか。
男性 女性 合計











































ベ トナ ム で は,労 働 法 に よ って 残 業 に 関す る手 当 が 明確 に規 定 され て い る
の で,人 的 資源 管 理 に お け る従 業 員 の人 件 費 と関 連 して考 慮 しな けれ ば な ら
ない 事柄 で あ る。 そ の た め,従 業員 を効 率 的 かつ 生産 的 に管 理 す るた め に は,
ベ トナ ム従 業 員 の残 業 意 識 に つ い て 調 べ てみ る必 要 が あ る。 ま た,従 業 員 に
して み れ ば,残 業 す る こ とに よっ て 余 分 な収 入 を得 るチ ャ ンス に な るの で は
な い だ ろ うか。 そ れ ゆ え,従 業員 が 残 業 に対 して ど う考 え て い るの か を調 べ
た 結 果 が 図表1-6-2で あ る。
「もっ と収 入 を得 る た め に喜 ん で 残 業 を した い です か 」 とい う質 問 に対 す
る回答 を男女 別 と合 計 の結 果 を表 してい る図 表1-6-2に つ い て み て み よ う。
「全 くそ う思 う」 と回答 した 従 業 員 は189人(61.6%)の 過 半 数 を 占め てお り,
「ほ ぼ そ う思 う」 と回 答 した60人(19.5%)を 合 わせ る と,249人(81.1%)が
そ う思 うと回答 した こ とに な る。 よ って,ベ トナ ム従 業 員 の残 業 意 識 は 高 い
よ うで あ る。ま た男 性 のみ の 回答 結 果 で は,そ う思 うと回 答 した割 合 が84.8%,
同様 に女 性 の み の回 答 で も77.2%と な っ て い るた め,女 性 は男 性 と比 べ て残
業 意 識 が 少 し低 い よ うだ。
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以 上の調 査結果 につ いて考察 してみ よ う。
全体 的には,8割 強 のベ トナ ム従業員 は残 業 を好 む とい う結果 になってお
り,男 性従 業員 と比較 して女性 従業員 の方 が若 干残業 を嫌 が る傾 向があ るよ
うだ。 その理 由を探 してみ る と,未 婚者 であれ既 婚者 であれy伝 統的 にベ ト
ナ ムの女性 が家族 の面倒 をみてい る。例 えば,未 婚者で あれ ば弟妹 の世話 を
しなけれ ばな らず,既 婚者 で あれ ば,母 親 として子供や家事 な ど家庭 内の雑
務 も こな さな けれ ばな らない。 そ のため,女 性 は男性 と比べ て残業 に関 して
少 し消極 的 であ るよ うに見 えるが,そ れ で も77.2%と い う回答結 果 は残業 を
好む割合 が高い と言 え るで あろ う。
また,女 性 の年齢別 の回答結果 において,年 齢層 が上が るに連れ て残 業意
識 が下が る傾 向にな るのは,若 い世代 の女性 ほ どもっ と豊か な生活 を したい
と願 ってい るため残 業 を好み,年 齢層 が上 がれ ば上が るほ ど残業す るこ とに
つ いて時 間的 に余裕 が な くな るためではない だ ろ うか。
さらに,ベ トナム従業員 が残業 を好 む傾 向が ある とい うことを聞 き取 り調
査 か ら裏付 け られたの で述べ てみ よ う。 タ ン トゥア ン輸 出加 工 区で操業 して
い る100%出 資の 日系企業 の副社長 よ り 「うちの従業員 は100%残 業 を好む」
とい う回答 であ った。 その理 由は,製 品を納期 に間に合 わせ るた め,2週 間
も3週 間 も残 業が続 くので臨時の従業員 を会社 に入れ るか どうか を従業員側
と話 を した。会 議後,従 業員 一 同,残 業 したい とい うことに な り,臨 時従 業
員 を雇 わなか った とい うこ とで あった。
但 し私 見で はあるが,10年 前で は この よ うな結果 にはな らなか った のでは
ないだ ろ うか。そ の当時,ほ とん どのベ トナ ム従業員 は,仕 事が終われ ば さっ
さと退社 してい た。 その理 由は,夜 間大学や 語学学校 な どに通 うためであ る
とか,退 社 後,副 業 が あるた め とか,様 々であ る。 とにか くベ トナ ム従業員
は時 間を無駄 に過 ご さず,特 にプ ライベー トの時 間 を大切 に活用 して い る。
これ らの理 由は,現 在 で もあま り変化 してお らず,逆 に多様 化 してい るので
後 で述べ るこ とにす る。
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ベ トナ ムでは,1992年 頃か ら本格 的に外 国企業 の投 資が始 ま り90年 代 半 ば
過 ぎまではその ピー クであ った。つ ま り,97年 にタイ で起 こった東南 アジァ
の通貨危機 を経験す るまでは,ベ トナム人 に とっても意識革命 が起 き る前 の
過 渡期 であった ので はないだ ろ うか。要す るに,ベ トナ ム人 が残業嫌 いであ
る と結論付 けた調 査結果 があ るので触れ てみ よ う。
そ の調査 とは,日 本貿易振興 会(ジ ェ トロ)の ハ ノイ駐在員 事務所 が95年
3月 に首都ハ ノイ とホー チ ミン市で実施 したア ンケー ト調査 で ある。 この回
答結 果 か らハ ノイの男性 は夜9時 過 ぎまでの残 業 を好 まない割 合が58%も あ
るこ とが判 明 し,同 様 にホーチ ミンの男性 は45%で あった と報告 してい る。
この調 査 では,残 業時 間を夜の9時 過 ぎ と限定 していたので一概 には言 えな
いが,残 業 を好 まないベ トナ ム従業員 の割 合が高 かった こ とは事実 の よ うで
あ る。 また,ハ ノイ とホーチ ミンの女性 の回答結果 も残 業 を好 まない割合 が
それ ぞれ の男性 の回答結果 よ り高 く,特 にハ ノイ の女性 は,ホ ーチ ミンの女
性 よ り残 業 を好 まない傾 向が高い よ うであった3)。
確 かに,当 時のベ トナム従 業員 は,残 業 を嫌 う傾 向が強かった こ とは次 の
例か らも窺 うことができ るであろ う。 ある 日系の駐在事務所 の ドライバー は,
いつ もその事務 所の所長 の帰 宅が遅 いため,声 に は出 さないが浮 かぬ顔 を し
ていた のであ る。 要す るにs毎 日残 業代が付 くとい って も,毎 晩,夕 食 を終
えた所長 を 自宅まで送れ ばそれ だ けで も遅 くな るので あるが,た びたび接待
や 付 き合 いな どがあるため,仕 事 が終わ るのがかな り遅 くなった か らであ る。
通常,ド ライバーの仕事 は,仕 事柄 遅 くまで仕事 をす るよ うになってい る
が,当 時 のベ トナム人 ドライバー に は,仕 事 に適応 で きるよ うにな るまで大
変 だ った のではないだ ろ うか。 その点 タイ の ドライバ ー は,逆 に早 く帰宅 し
た くない とい うことな ので参考 まで に述 べてみ よ う。
タイ では,外 資系企 業や現地企業 の歴 史が長 いため,社 長や会社幹部 の ド
ライバー とい う仕事 の内容 もよ く理解 され てお り,問 題 がない とい うことで
ある。要す るに,上 述 した よ うな ドライバ ーは,残 業代や チ ップが収入 と し
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て稼 ぐこ とがで きるので,ド ライバ ー 自身 も期待 してい るか らで ある。97年
に タイ で通貨危機 が起 きた後,接 待や付 き合 い な どが激減 したた め,ド ライ
バーの収入 が減 って大変 であ る とい うことを聞いた。
近年,ベ トナムへの海 外投資 が再び増加 してい る よ うであ るが,ま だまだ
経 済状態 は厳 しいため,ベ トナム人の残業意識 も変化 した と言 えるであろ う。
つま り,退 社後,早 く家 に帰 って もお金 にな るわ けで もな く,そ れ な ら残 業
して通 常 の賃金 の150%ア ップにな る残 業手 当を も らった方 がいい と考 え る
のが,現 実 的なベ トナ ム人 ではないだ ろ うか。
現在,ベ トナム従業員 の退社 後 の過 ご し方 が多様化 して きてい るのでそれ
につい てみてみ よ う。特 に,若 い世代 の従 業員 は,キ ャ リア ・ア ップのた め
に夜 間大学や 語学学校 に通 ってお り,ま た,資 格 を取 って別の仕事 を探 す と
きに役 立てたい と考 えてい るよ うだ。 しか し,す べ ての若 い従業員 がそ う考
えて行動 してい るわけで もな く,勉 強 に精 を出 してい るのは一部 の人 々で あ
る。大抵 の若 い人は,退 社後,友 達 と食 事 に行 くこ とや遊 び に行 くことな ど,
時 間を楽 しく過 ごす こ とを考 えて い るのが普通 であ る。
また,健 康管理 とい うこ とで,ス ポー ツセ ンター に通 って運動 してい る中
高年 の人が増加 してお り,特 に,テ ニスや スイ ミングな どに人気 があ る との
ことで ある。少 し前 な ら中高年 の人 がその よ うな ところに行 く とは考 え られ
なか った こ とであ るが,生 活 の質 とい う意 味 で状 況 は変化 してい るよ うだ。
この よ うに,退 社後 のベ トナ ム人 の行 動が多様化すれ ばす るほ ど,経 費 もか
さむので あるか ら,本 調査結果 が示す 通 り,全 体 的 にはベ トナ ム従業員 が残
業 を したい と思 う割 合が高 くなるのは 当然 の よ うで ある。従 って,ベ トナ ム
人 は,経 済状態 の厳 しい現実 を見詰 めなが らもっ と豊か な生活 をす るた めに
残 業 を必 要 と考 えてい るため,残 業 を好 む働 き者 であ る とい えるであ ろ う。
図 表1-6-2-(a》:残 業
も っ と収 入 を得 るた め に喜 ん で残 業 を した い です か。
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(3)生 活 向 上
ベ トナ ム の歴 史 は ,中 国 の侵 略 戦 争 か ら始 ま りベ トナ ム戦 争 まで 戦 乱 の歴
史 で あ っ た と言 って も過 言 で は な い だ ろ う。 そ してT祖 国統 一 後 もベ トナ ム
人 は,貧 困生 活 に苦 しみ 耐 え抜 い て 生 き て きた た め,そ の歴 史 的経 験 が ベ ト
ナ ム人 を辛 抱 強 い 人 間 に育 て た よ うで あ る。 そ の た め,ベ トナ ム人 は,絶 え
ず 幸 福 な生 活 を送 る こ とを考 え な が ら懸 命 に働 い て い る よ うだ。 そ うい うわ
け で,ベ トナ ム 人 の 生 活 向上 意 識 の 程度 を調 べ た の が 図 表1-6-3で あ る。
「自分 の将 来 は,今 以 上 に生 活 や 地位 が もっ と良 くな る と確 信 して い ます
か 」 とい う設 問 に 対 す る回 答 を 男 女 別 と合 計 の結 果 を表 した 図 表1-6-3に
つ い て み て み よ う。 「全 くそ う思 う」 と 「ほ ぼ そ う思 う」 に回 答 した ベ トナ
ム従 業員 は,そ れ ぞ れ193人(62.7%)と51人(16.6%)と な っ てい る た め,
合 計 す る とそ う思 う と回 答 した 従 業 員 は244人(79.3%)に 達 した 。 反 対 に
「全 くそ う思 わ な い 」 と 「あ ま りそ う思 わ な い 」 に 回 答 した 従 業 員 は,そ れ
ぞ れ4人(1.3%)と29人(9.4%)で,計33人(10.7%)し か な か っ た 。 こ
の結 果 よ り8割 弱 のベ トナ ム人 は,前 向 き に考 え てお り,生 活 向上 意 識 が 高
い と言 え るで あ ろ う。
次 に,そ う思 うと回 答 した男 性 は135人(84.9%),そ の 回答 に対 して 女 性
は109人(73.1%)と い う結 果 に な っ て い る の で,男 性 の方 が 女 性 よ り生 活
向上 意 識 が 高 い よ うだ 。 だ が,そ う思 わ な い と回答 した 男 性 の 割 合 は8.2%
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で,女 性 の13.5%よ り低 い結果 となってい るので,も しか した ら男性 は女性
よ り将来 を楽観 的に考 えてい るのか も しれ ない とい うこ とにな る。
以上の調査結果 について考察 してみ よ う。
近年,ベ トナ ムの経 済発展 と共 にベ トナム人 の生活 も向上 してい るの で,
ベ トナ ム人の生 活 向上 意識 の結 果 が高 くて も問題 は ないで あろ う。 実際 に,
幸せ な暮 らしを営 む人々が増加 してい るこ とは事 実で ある。 この よ うな事実
を裏 付 けるのは,勤 勉 で上昇志 向の強いベ トナ ム人 が毎 日仕事 に励 んでい る
か らで ある。
確 か に,ベ トナ ムの女性 は働 き者 で あ る と言 って も言 い過 ぎで はないだ ろ
う。 実際,ベ トナ ムのオ フィスで働 いてい る従業員 のほ とん どが女性 であ り,
また工場 の従 業員 も女性 が多い と言 えるので はないだろ うか。例 えば,工 場
での精密部 品の組み 立て作業や縫製業 な ど業種 に よって はほ とん ど女性 の従
業員 で 占め られ てい る。
また卑近 な例 では,ベ トナ ムの市場 で商 いを してい るのは,今 で もほ とん
ど女性 で ある。反 対 に男性 と言 えば,よ く道端 に置かれ た小 さな椅 子 に座 っ
て コー ヒーを飲 んでい る姿 を よ く見 かけ る。 そ うい うことが重な って,ど う
して もベ トナムの女性 の方 が よ く働 いて い るよ うに見 え るので ある。
そ の こ とは,ベ トナ ムの友 人か ら聞い た冗談か らも窺 うこ とが でき るので
紹介 してみ よ う。ベ トナムの女性 は,ベ トナム の男性 の こ とを 「た くさん タ
バ コを吸い,た くさんお酒 を飲 み,少 しだ け働 く」 とな じるのであ る。 また,
ベ トナムの男性 も負 けず に 「ベ トナ ムの女性 は,た くさん嫉 妬 し,た くさん
文句 を言 い,少 ししか愛 さない」 と言 い返 す のであ る。 この冗談 は,事 実 に
基 づい てい るのでベ トナ ムの女性 の方が現 実的 な意識 を持 ってい る よ うだ。
上述 した よ うに,ベ トナ ムの男性 の方 が女性 よ り生活 向上意識 が高か った
とい う結果 につ いては,た ぶ ん将来 の生活 に対 して男性 の方 が楽観視 して い
るお り,女 性 は常 に現実的 に物事 を凝視 してい るので はない だ ろ うか。
特 に,31歳 か ら35歳 までの年齢層 の女性 は,現 実的 とい うよ り悲観 的
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な 回答結果 で あった。つ ま り,設 問 に対 してそ う思わ ない と回答 した割合 の
方 がそ う思 うと回答 した割合 よ り本 の少 しだ け上回 ったか らで ある。 そ して
「分 か らない」 と回答 した割合 も他 の年齢層 よ りも高か った とい う結果 であっ
た。 それ で,こ の年齢層 だけが非常 に悲観 的 に回答 してい るので,ベ トナ ム
戦争 後,貧 困生活 の影 響 を最 も受 けた年齢層 ではないだ ろ うか。
ベ トナ ムの習慣 で,貧 困者 の家族 で さえ,真 っ先に被 害 を受 け るのが女性
や女 子で ある。例 えば,現 在 で も食 べ物 か ら学校 教育 まで男子 の方 が女子 よ
り優遇 され てい る とい って も過言 にはな らな いであろ う。 とにか く,一 般 的
にベ トナ ム人 は,自 分 の将来 にお いて今 以上 に生活や地位 が 向上す ると信 じ
て い る人 が圧倒 的 に多い とい うことであ る。
図 表1-6-3:生 活 向上
自分 の 将 来 は,今 以 上 に生 活 や 地位 が も っ と良 くな る と確 信 してい ま す か。
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